
唐
代
後
半
に
お
け
る
宣
と
制
勅
の
関
係
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小

野

達

哉

【
要
旨
】
　
目
代
に
お
い
て
宣
と
い
う
単
葉
は
、
文
書
行
政
上
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
「
目
頭
で
皇
帝

の
意
志
を
伝
達
す
る
」
行
為
に
使
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
唐
代
の
政
治
意
思
形
成
の
問
題
を
考
え
た
と
き
に
、
宣
に
代
表
さ
れ
る
口
頭
伝
達
が
、
文
書

行
政
を
含
む
政
策
策
定
過
程
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
が
、
十
分
検
討
に
値
す
る
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
宣
が
用
い
ら
れ
た
事
柄
に
は

多
岐
に
わ
た
る
内
容
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
皇
帝
の
側
か
ら
口
頭
で
内
意
を
示
し
、
君
臣
間
の
意
思
疎
通
を
図
っ
た
働
き
か
け
で
あ
る
と
い
う
点
で
、

共
通
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
た
。
宣
と
は
制
勅
の
策
定
か
ら
執
行
ま
で
あ
ら
ゆ
る
過
程
に
介
在
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
態
の
円
滑
な
進
行
を
可
能
と
す
る

作
用
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
動
き
と
関
連
付
け
た
と
き
、
王
言
の
制
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
皇
帝
直
接

の
醤
葉
を
要
素
と
す
る
方
式
が
新
た
に
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
四
号
二
〇
〇
七
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

唐
代
に
お
い
て
宣
と
い
う
言
葉
は
、
文
書
行
政
上
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
宣
と
い
う
言
葉

に
よ
っ
て
、
制
勅
定
立
の
過
程
で
中
書
省
が
行
っ
た
「
宣
・
奉
・
行
」
と
い
う
手
続
き
を
表
し
も
し
た
し
、
ま
た
、
制
勅
を
大
勢
の
前
で
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

上
げ
る
宣
読
と
い
う
意
味
を
表
し
も
し
た
。
し
か
し
、
宣
に
は
そ
れ
以
外
に
も
、
「
口
頭
で
皇
帝
の
意
志
を
伝
達
す
る
」
行
為
に
使
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
っ
た
。
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
こ
の
用
法
で
あ
る
。



唐’代後半における宣と制勅の関係（小野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
も
、
中
村
裕
一
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
氏
の
研
究
は
、
唐
代
・
宋
代
の
文

献
史
料
の
収
集
か
ら
始
め
、
宣
が
王
言
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
導
い
た
点
で
、
今
日
の
研
究
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
。
そ
こ
で
は
、
宣
の
性
質
を
「
個
人
的
色
彩
の
強
い
簡
略
な
文
書
」
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
宣
の
多
面
的
な
用
途
に
つ
い
て
も
、
中
書
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
付
し
て
施
行
す
る
公
的
な
ケ
ー
ス
と
、
私
的
な
小
事
に
使
用
す
る
ケ
ー
ス
の
二
つ
が
存
在
し
た
と
す
る
、
基
本
的
な
論
点
の
提
示
が
既
に
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
宣
が
政
策
策
定
過
程
と
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
へ
の
関
心
が
、
直
ち
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
中
村
氏
自
身
も
皇
帝
が
直
接
授
官
を
命
じ
る
「
宣
授
」
と
い
う
形
式
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
し
、
矢
木
毅
氏
も
高
麗
と
唐
宋
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
対
比
し
な
が
ら
宣
に
言
及
し
、
こ
れ
を
端
的
に
「
個
人
的
意
思
の
発
現
・
略
式
命
令
」
と
す
る
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
諸
書
浜
氏
は
近
刊
の
著
書
の
中
で
、
唐
代
半
ば
以
後
の
政
治
形
態
を
、
奏
状
・
嗣
勅
を
は
じ
め
と
す
る
公
文
書
処
理
方
式
の
変
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

関
連
付
け
て
説
明
し
、
こ
れ
を
皇
帝
の
意
志
に
主
導
さ
れ
、
中
書
門
下
よ
り
政
務
が
執
行
さ
れ
る
体
制
と
す
る
見
通
し
を
示
し
た
が
、
そ
こ
で

は
宣
に
対
し
て
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
に
上
呈
さ
れ
た
奏
状
を
中
書
門
下
に
「
宣
」
示
し
て
審
議
に
付
す
方
式
が
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
た
点
に
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
中
村
氏
も
取
り
上
げ
た
「
宣
授
」
に
ま
で
論
が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
宣
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

表
例
に
し
て
、
政
策
策
定
過
程
と
ロ
頭
伝
達
の
相
互
関
係
に
注
目
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　
さ
ら
に
、
近
刊
の
研
究
に
は
、
唐
代
の
王
言
や
公
文
書
中
に
見
ら
れ
る
行
政
用
語
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
が
政
策
運
営
の
過
程
で
い
か
な
る
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

置
を
占
め
て
い
た
の
か
、
明
確
に
す
る
所
ま
で
論
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
「
宣
」
と
い
う
伝
達
行

為
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
に
連
な
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
代
の
智
頭
行
政
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
古
代
史
の
分
野
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
が
文
書
か
口
頭
か
と
い
う
二
者
択
一
の
傾
向
が
強
か
っ
た
点
に
疑
問
を
呈
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

む
し
ろ
文
書
行
政
と
口
頭
政
務
が
並
列
す
る
、
相
互
補
完
的
な
面
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
書
の
背
後

に
は
口
頭
を
含
む
複
雑
な
情
報
交
換
が
存
在
し
、
こ
の
よ
う
な
口
頭
政
務
が
法
令
を
円
滑
に
運
用
す
る
際
の
伝
達
手
段
に
な
っ
た
と
す
る
指
摘
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⑬

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ロ
頭
と
文
書
が
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
受
頭
で
あ
る
こ
と
の
独
自
の
意
味
を
、

事
務
遂
行
の
現
場
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
注
目
す
べ
き
成
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
唐
代
史
の
研
究
に
も
示
唆
に
富
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
、
唐
代
の
政
治
意
思
形
成
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
れ
た
の
は
、
主
に
政
策
策
定
の
た
め
の
合
議
の
場
に
お
け
る
論
議
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
口
頭
行
政
と
文
書
行
政
の
相
互
関
係
か
ら
こ
の
問

題
を
考
え
た
と
き
、
宣
に
代
表
さ
れ
る
口
頭
伝
達
が
、
文
書
行
政
を
含
む
政
策
策
定
の
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
と
い
う
点
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ま
た
、
十
分
検
討
に
値
す
る
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
以
下
、
先
ず
第
一
章
で
は
、
宣
の
働
き
を
な
る
べ
く
多
様
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
宣
が
用
い
ら
れ
た

多
く
の
事
柄
に
共
通
す
る
要
素
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
宣
の
帯
び
た
意
味
を
、
皇
帝
か
ら
の
内
意
を
表
示
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
た
い
。

こ
れ
を
前
提
に
、
第
二
章
で
は
、
宣
に
よ
る
ロ
頭
伝
達
の
働
き
を
、
主
と
し
て
制
勅
策
定
の
過
程
と
の
係
わ
り
に
即
し
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宣
が
政
策
策
定
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
に
介
在
し
、
事
態
を
円
滑
に
進
行
さ
せ
る
作
用
を
し
て
い
た
点
が
確
認
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
上
で
、
善
言
の
制
に
お
い
て
、
宣
と
制
勅
そ
れ
ぞ
れ
が
占
め
た
位
相
、
及
び
両
者
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
展
望
を
述
べ
る
こ
と
で
、

本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
と
思
う
。

①
中
村
裕
～
「
「
『
会
昌
一
品
集
』
に
み
え
る
糊
奉
勅
三
徳
と
『
奉
宣
撰
ヒ
第
五

　
七
五
頁
（
『
唐
代
公
文
書
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
「
九
九
六
年
に
収
録
）
。

②
中
村
裕
～
門
口
宣
」
（
『
唐
代
制
勅
研
究
撫
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
　
年
に
収
録
。

　
以
下
、
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
一
年
A
轡
と
略
す
）
、
及
び
「
下
愚
に
つ
い
て
」

　
（
凹
唐
代
官
文
書
研
究
臨
、
全
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
に
収
録
。
以
下
、
中
村
裕

　
～
前
掲
一
九
九
一
年
B
書
と
略
す
）
、
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
六
年
書
、
「
宣
駄

　
（
『
階
唐
王
醤
の
研
究
臨
、
黙
認
書
院
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
）
。

③
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
一
A
書
、
第
七
三
二
頁
。
宋
学
の
文
献
史
料
か
ら
導
か

　
れ
た
指
摘
も
含
め
、
唐
代
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
黒
ま
る
と
考
え
て
よ
い
。

④
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
六
年
書
、
第
五
八
二
頁
。

⑥
中
村
裕
「
前
掲
㎜
九
九
㎝
年
B
書
。

⑥
矢
木
毅
「
高
麗
容
智
恵
に
お
け
る
意
思
決
定
の
構
造
」
第
＝
四
頁
（
『
史

　
林
隔
第
七
六
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
）
。

⑦
劉
後
浜
魍
唐
代
中
研
門
下
体
制
研
究
－
公
文
形
態
・
政
務
運
行
与
制
度
変
遷

　
1
㎞
（
斉
端
書
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑧
劉
後
浜
前
掲
書
、
第
二
九
六
－
三
〇
〇
頁
。
後
出
の
雷
家
黒
氏
の
研
究
に
も
依

　
黒
し
な
が
ら
、
そ
の
手
続
き
や
処
理
過
程
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
雪
後
浜
前
掲
書
、
第
三
一
九
頁
－
三
二
四
頁
。
善
隣
は
、
「
宣
撫
」
（
皇
帝
痘
接
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の
意
志
で
浅
官
を
指
示
す
る
）
が
、
中
村
裕
　
氏
の
想
定
す
る
以
上
に
広
範
囲
・
普
遍

　
的
に
存
在
し
た
と
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
両
氏
の
問
に
は
意
見
を
異
に
す
る
点
が
少

　
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
現
在
こ
う
し
た
点
の
適
否
を
判
断
す
る
だ

　
け
の
余
裕
が
な
く
、
す
べ
て
を
後
考
に
俊
つ
こ
と
に
し
た
い
。

⑳
な
お
、
唐
代
に
窟
宮
が
務
め
た
枢
密
使
は
「
伝
記
」
を
職
掌
と
し
て
い
た
た
め
、
従

　
来
の
研
究
で
も
こ
れ
に
言
及
す
る
も
の
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
な
か
で
も
雷
家
験
門
唐

　
枢
密
使
手
創
脚
下
早
期
職
掌
」
（
讐
国
立
中
正
大
学
学
報
上
玉
四
巻
第
一
期
、
　
九
九
三

　
年
）
は
、
唐
代
後
半
の
政
務
決
裁
の
ル
ー
ト
を
、
（
中
書
門
下
）
請
判
・
覆
奏
↓
（
枢

　
密
使
）
承
受
・
進
呈
毒
（
皇
帝
）
論
旨
↓
（
枢
密
使
）
乱
坐
・
宣
伝
↓
（
中
書
門
下
）

　
と
図
示
し
て
説
明
し
て
お
り
（
第
七
｝
頁
）
、
こ
う
し
た
枢
密
使
に
よ
る
伝
宣
に
つ
い

　
て
最
も
詳
細
で
あ
る
（
第
六
六
頁
！
七
一
頁
）
。

⑪
劉
後
浜
「
中
腎
門
下
体
制
下
献
奏
事
文
書
与
政
務
裁
決
機
制
」
「
中
書
門
下
体
制
下

　
的
剃
髪
文
書
及
其
習
作
輪
（
劉
前
掲
書
に
収
録
）
、
遊
自
愛
「
墨
詔
、
墨
勅
与
唐
五
代
的

　
政
務
運
行
」
（
隅
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
五
年
第
五
期
、
二
〇
〇
五
年
）
、
魏
斌
轟
伏
准
赦

　
文
』
与
国
唐
行
政
運
作
泣
（
殿
中
国
史
孟
月
九
』
　
二
〇
〇
詣
野
鼠
第
一
期
期
、
　
二
〇
〇
⊥
ハ

　
年
）
。

⑫
川
尻
秋
生
「
口
頭
と
文
書
伝
達
i
朝
集
使
を
事
例
と
し
て
1
偏
第
八
－
九
頁

　
（
『
文
字
と
古
代
臼
本
輪
二
、
文
字
に
よ
る
交
流
、
専
用
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
。

⑬
川
尻
秋
生
前
掲
稿
、
第
一
四
頁
…
一
八
頁
・
第
二
四
頁
－
二
七
頁
。

⑭
渡
辺
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座
一
中
国
古
代
帝
国
の
朝
政
と
儀
礼
i
㎞
（
柏

　
書
房
、
～
九
九
六
年
）
、
松
本
保
宣
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
会
議
i
唐
代
聴

　
政
制
度
の
展
開
1
㎞
（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
。

⑯
松
本
保
宣
氏
も
ま
た
、
口
頭
の
論
議
が
文
書
行
政
に
接
続
さ
れ
国
政
に
具
現
化

　
す
る
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
口
頭
論
議
の
国
政
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
再
検
討

　
す
る
必
要
を
力
説
し
て
い
る
（
松
本
前
掲
書
、
第
～
九
七
頁
・
三
三
五
頁
）
。
本

　
稿
は
、
宣
の
帯
び
た
意
味
や
働
き
に
即
し
て
、
口
頭
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

　
と
で
、
こ
う
し
た
課
題
の
一
端
に
応
え
る
こ
と
を
屋
指
す
も
の
で
も
あ
る
。
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宣
　
の
　
実
　
体

（［

j
　
霊
の
持
つ
意
味
と
働
き

　
唐
代
に
お
い
て
宣
と
い
う
言
葉
は
、
文
書
行
政
上
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
持
つ
用
語
で
あ
る
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
は
じ
め
に
も
述

べ
た
よ
う
に
「
口
頭
で
皇
帝
の
意
志
を
伝
達
す
る
」
行
為
に
使
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
宣
と
は
、
皇
帝
が
折
り
に
触
れ
て
口
頭
で
示
し
た
意

思
が
、
親
近
者
を
介
し
て
相
手
方
に
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
唐
代
後
半
の
時
代
に
入
る
と
、
宣
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
数
多
く
の
実
例
が
文
献
史
料
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
具
体
例
に
即
し
た
検
討
が
可
能

　
　
　
　
　
　
①

に
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
う
し
た
事
例
に
即
し
て
、
宣
す
る
こ
と
の
意
味
や
働
き
、
さ
ら
に
は
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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②

　
皇
帝
か
ら
口
頭
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
る
契
機
と
な
る
の
は
、
さ
し
当
た
り
皇
帝
と
章
章
の
対
面
の
場
に
お
け
る
直
接
の
遣
り
取
り
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
う
一
つ
が
こ
れ
か
ら
見
る
通
り
、
宣
の
方
式
で
親
近
者
を
間
に
介
し
て
伝
え
ら
れ
る
ロ
頭
伝
達
で
あ
っ
た
。
皇
帝
か
ら
こ
の
よ
う
な
意
思
が

示
さ
れ
る
場
面
を
、
旦
ハ
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
本
節
の
論
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
次
に
見
る
の
は
、
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
に
、
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

部
尚
書
判
度
支
の
班
宏
が
死
去
し
、
宰
相
の
陸
墨
が
そ
の
後
任
を
決
め
る
た
め
に
徳
宗
と
面
議
し
た
折
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
右
、
語
彙
喪
亡
す
る
に
縁
り
、
臣
は
今
臼
進
止
を
面
取
す
。
今
、
此
の
選
に
当
た
り
、
総
べ
て
四
人
有
り
。
杜
佑
・
盧
徴
・
李
衡
・
墨
斑
は
、
井
び
に
曽

　
　
て
財
賦
を
掌
嫁
し
て
、
各
お
の
称
す
べ
き
有
り
、
資
望
入
質
も
、
亦
た
奨
任
す
る
に
堪
う
。
聖
旨
に
、
准
南
（
杜
佑
を
指
す
）
は
未
だ
移
動
す
べ
か
ら
ず
、

　
　
盧
徴
は
近
ご
ろ
官
を
改
む
る
を
以
っ
て
、
臣
を
し
て
一
人
を
択
ば
し
め
、
江
西
よ
り
李
衡
を
追
取
せ
し
む
る
者
な
り
。
（
欄
陸
宣
公
傷
』
巻
｝
八
、
論
宣
令

　
　
装
延
齢
度
支
状
）

こ
の
と
き
徳
宗
は
陸
蟄
の
意
見
を
容
れ
、
李
衡
を
江
西
観
察
使
か
ら
都
に
召
し
出
す
と
と
も
に
、
な
お
～
人
を
候
補
に
推
挙
す
る
よ
う
陸
蟄
に

指
示
を
与
え
て
い
る
。
翼
賛
は
そ
こ
で
垂
準
を
権
再
度
支
に
し
て
一
時
的
に
仕
事
を
任
せ
る
一
方
で
、
李
衡
が
江
西
か
ら
上
京
す
る
の
を
待
っ

て
、
両
者
の
中
か
ら
正
式
に
起
用
を
行
う
こ
と
を
進
言
し
て
お
り
（
面
取
進
比
）
、
こ
れ
は
既
に
徳
宗
の
賛
意
を
得
て
い
た
し
、
陸
蟄
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
考
え
得
る
最
上
の
策
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
な
っ
て
、
徳
宗
が
意
見
を
変
え
て
し
ま
い
、
下
灘
の
起
用
に
難
色
を
示
し

た
上
に
、

　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ボ

　
　
驚
顔
よ
り
適
に
進
止
を
宣
す
。
李
巽
の
度
支
を
知
す
こ
と
、
恐
ら
く
未
だ
相
当
な
ら
ず
、
盈
ら
く
は
給
事
中
を
空
与
す
。
朕
更
に
思
量
す
る
に
、
司
農
少

　
　
卿
の
襲
延
齢
は
、
甚
だ
公
算
に
し
て
才
有
り
、
宜
し
く
夕
煙
支
た
ら
し
む
べ
し
。
便
ち
擬
状
を
進
め
て
来
た
れ
。
其
の
李
衡
は
亦
た
貰
取
に
従
う
者
な
り
。

　
　
　
（
鯛
陸
宣
公
翰
苑
集
嚇
巻
一
八
、
論
宣
令
斐
延
齢
度
支
状
）

襲
延
齢
を
判
度
支
に
起
用
す
る
よ
う
に
進
擬
を
求
め
、
そ
の
意
思
を
陸
蟄
に
対
し
口
頭
で
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
（
宣
進
止
）
。
周
知
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

陸
蟄
は
奏
議
を
提
出
し
強
く
反
対
の
意
を
表
し
た
し
、
後
に
朝
廷
に
お
い
て
も
批
判
の
声
が
上
げ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
注
意
を

要
す
る
の
は
、
こ
の
宣
が
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
政
策
策
定
の
過
程
で
、
皇
帝
か
ら
口
頭
の
意
思
を
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表
す
手
段
に
用
い
た
経
路
は
、
対
面
の
場
に
お
け
る
論
議
の
み
な
ら
ず
、
宣
の
様
式
に
よ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
十
分
に
注
意
を
向
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宣
の
手
法
を
用
い
て
意
思
を
表
示
す
る
手
法
は
、
樽
代
後
半
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
期
の
あ
ら
ゆ
る
皇
帝
に
広
く
見
ら
れ

た
行
為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
元
和
七
年
（
八
一
二
）
、
害
毒
殿
に
お
け
る
憲
宗
と
導
火
ら
宰
臣
を
交
え
た
中
畑
の
折
に
は
、
政
治
の
安
定
を
め

ぐ
る
話
題
に
話
が
及
ん
で
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
上
は
欣
然
と
し
て
曰
く
、
誠
に
卿
の
言
の
如
し
。
朕
の
一
銭
も
敢
え
て
妄
費
せ
ず
、
一
日
も
敢
え
て
僻
費
せ
ざ
る
所
以
の
者
は
、
砥
だ
此
の
雷
の
為
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ

　
　
　
の
み
。
卿
の
言
は
正
に
朕
の
意
に
当
た
る
、
当
に
卿
ら
と
与
に
之
を
図
る
べ
し
。
（
中
略
）
後
両
日
、
上
は
申
使
を
し
て
就
ち
醗
廉
の
酒
を
宣
賜
し
、
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

　
　
さ
に
上
意
を
言
わ
し
め
て
曰
く
、
衆
入
の
蓋
口
よ
り
之
を
端
る
に
、
［
注
一
此
こ
に
脱
誤
有
り
］
。
蓋
し
使
を
遣
わ
し
て
微
や
叡
旨
を
露
わ
さ
し
む
。
（
唖
李
相

　
　
国
論
事
集
』
巻
五
、
論
太
平
事
）

憲
宗
は
、
宰
相
の
李
緯
が
藩
鎮
・
吐
蕃
の
情
勢
や
水
増
・
倉
貯
の
問
題
を
指
摘
し
、
政
務
に
精
励
す
る
必
要
を
諌
め
つ
づ
け
た
姿
勢
を
称
え
た

　
⑦

上
に
、
後
日
、
宣
す
る
形
を
取
っ
て
李
縫
に
賞
賜
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
宰
相
に
相
応
し
い
諌
雷
を
嘉
み
す
る
心
意
を
伝
え
さ
せ
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
。
ま
た
、
会
盟
四
年
（
八
四
四
）
に
は
、
対
圓
鵤
政
策
を
め
ぐ
っ
て
国
書
を
駝
夏
斯
に
与
え
た
折
に
、
武
宗
は
宰
臣
の
李
徳
裕
に
対
し
て

直
接
そ
の
起
草
を
命
じ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
右
、
今
月
十
三
日
、
秘
中
に
於
い
て
聖
旨
を
面
奉
ず
る
に
、
書
を
撰
し
て
進
来
せ
し
む
る
者
な
り
。
臣
請
う
ら
く
は
、
明
盲
ら
与
に
語
り
亘
る
を
待
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
撰
述
せ
ん
。
今
撰
し
詑
る
。
謹
ん
で
進
上
す
。
（
『
会
昌
一
品
集
』
巻
六
、
進
所
撰
三
白
斯
書
状
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ニ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
右
、
奉
宣
す
る
に
、
臣
を
し
て
書
内
に
於
い
て
堅
昆
の
事
を
添
ぜ
し
む
る
者
な
り
。
未
だ
的
に
是
れ
高
貴
の
後
な
る
か
を
審
知
せ
ざ
る
に
縁
り
、
恐
ら

　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
く
は
須
ら
く
粗
ぼ
梗
概
を
習
う
べ
き
も
、
未
だ
明
書
す
べ
か
ら
ず
。
今
、
已
に
宣
に
依
り
て
添
改
す
。
其
の
間
に
建
蔽
未
だ
尽
く
さ
ざ
る
処
有
れ
ば
、
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
た
更
に
省
営
せ
ん
。
臣
は
学
識
空
虚
に
し
て
、
文
理
浅
近
な
り
。
再
に
厳
屡
を
陳
べ
、
伏
し
て
就
懐
を
積
む
。
謹
ん
で
連
ね
て
封
進
す
。
（
圃
会
昌
一
品

　
　
集
騙
巻
山
ハ
、
進
所
撰
鮎
夏
斯
川
可
一
汁
幽
曲
状
）
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武
宗
は
先
ず
延
英
殿
の
対
面
の
場
に
お
い
て
、
宰
相
の
李
徳
裕
が
自
ら
国
書
の
起
草
に
当
た
る
よ
う
に
、
口
頭
に
よ
る
直
接
の
指
示
を
与
え
て

い
る
（
面
奉
聖
旨
）
。
そ
こ
で
李
徳
裕
は
、
鄭
粛
ら
に
よ
る
黙
蔓
斯
側
と
の
応
対
を
踏
ま
え
た
上
で
草
案
を
進
上
し
た
が
、
そ
の
後
、
武
豊
の
意

向
を
受
け
て
改
め
て
、
駝
夏
斯
の
祖
先
と
さ
れ
る
堅
昆
に
言
及
す
る
文
言
を
書
き
足
す
こ
と
を
求
め
る
、
面
謝
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た

（
奉
宣
）
。

　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
君
臣
間
で
意
思
の
交
換
が
成
り
立
つ
場
と
は
、
皇
帝
と
臣
下
を
交
え
て
面
議
が
な
さ
れ
た
対
面
の
場
よ
り
も
、
も
っ
と

幅
広
く
捉
え
て
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
宣
の
方
式
を
用
い
た
遣
り
取
り
は
、
対
面
の
場
の
面
議
と
も
並
ぶ
同
様
の
性
格

を
帯
び
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
は
、
宣
は
皇
帝
の
口
頭
の
意
思
を

示
す
手
法
と
し
て
、
面
上
に
も
劣
ら
な
い
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
奮
っ
て
も
よ
い
。
そ
も
そ
も
皇
帝
と
臣
下
の
面
議
が
、
対
面
の
場
所

や
梢
手
な
ど
様
々
な
面
で
制
約
を
伴
う
の
に
対
し
、
宣
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
制
約
を
受
け
ず
に
、
口
頭
の
意
思
を
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
た
点
に
着
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
見
た
だ
け
で
も
、
宣
の
手
法
が
用
い
ら
れ
た
事
柄
に
は
、
政
策
の
策
定
・
臣
下
に
対
す
る
賜
与
・
嗣
勅
起
草
の
命
を
は
じ
め
多
岐
に

わ
た
る
内
容
が
含
ま
れ
た
が
、
そ
こ
に
共
通
す
る
要
素
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
従
来
も
、
宣
の
性
格
に
つ
い
て
は
「
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

的
色
彩
の
強
い
簡
略
な
文
書
」
「
個
人
的
意
思
の
発
現
・
略
式
命
令
」
と
い
う
説
明
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
観
点
を
変
え
て
、
君
臣

間
の
遣
り
取
り
の
関
係
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
も
う
少
し
明
確
な
も
の
に
し
た
い
。

　
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
宣
の
中
に
、
皇
帝
が
内
に
抱
い
て
い
る
と
す
る
心
意
を
知
ら
せ
る
た
め
、
相
手
方
に
伝
達
さ
せ
た

ケ
ー
ス
が
数
多
く
存
在
し
た
点
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
例
え
ば
、
天
皇
～
四
載
（
七
五
五
）
の
安
建
山
の
乱
が
起
こ
る
直
前
に
、
薄
禄
山
が
車
馬

の
献
上
を
名
目
に
大
軍
を
進
発
さ
せ
、
挙
兵
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
と
疑
い
の
念
を
強
め
た
朝
廷
は
、

　
　
禄
山
は
表
し
て
馬
三
千
匹
を
献
じ
、
匹
ご
と
に
執
控
の
夫
二
人
、
蕃
将
二
十
二
人
を
遣
わ
し
て
部
下
せ
し
め
ん
と
す
。
河
南
サ
の
達
鍵
殉
は
、
変
有
る
を

　
　
疑
い
、
奏
し
請
う
ら
く
は
、
禄
山
を
諭
す
に
、
車
馬
を
進
む
る
は
宜
し
く
冬
至
る
を
侯
ち
、
重
三
ら
夫
を
給
し
、
本
軍
を
煩
わ
す
こ
と
無
か
る
べ
き
、
を
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も
た
ら

　
　
以
っ
て
せ
ん
と
。
是
に
於
い
て
上
に
梢
や
禄
山
を
疑
う
の
意
有
り
。
（
中
略
）
上
は
中
使
の
薦
神
威
を
遣
わ
し
、
手
詔
を
齎
し
て
里
山
を
諭
す
こ
と
、
殉

　
　
の
策
の
如
く
せ
し
む
。
且
つ
曰
く
、
朕
新
た
に
卿
の
為
に
一
嘗
を
作
る
、
十
月
に
華
清
宮
に
於
い
て
卿
を
待
た
ん
、
と
。
神
威
は
苑
陽
に
至
り
旨
を
宣
す
。

　
　
　
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
～
ご
七
、
唐
紀
三
三
、
天
宝
十
四
載
七
月
条
）

冬
期
ま
で
車
馬
献
上
の
時
期
を
延
ば
す
よ
う
諭
し
、
安
亀
山
が
軍
を
動
か
す
口
実
を
な
く
す
一
方
で
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
玄
宗
か
ら
、
安
禄
山

に
入
京
を
促
し
温
湯
に
招
い
て
歓
待
す
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
の
形
で
、
こ
れ
を
皇
帝
の
真
意
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
り
、

安
豊
山
の
去
就
を
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
反
意
を
翻
さ
せ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
黒
の
乱
収
束
後
の
興
元
元
年

（
七
八
四
）
、
江
南
地
方
の
宣
慰
よ
り
帰
京
し
た
宰
臣
の
蒲
復
が
奏
対
の
場
に
留
ま
っ
た
後
、
潅
南
節
度
使
を
軽
少
遊
か
ら
黒
熱
に
交
代
さ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
乱
に
際
し
て
の
幽
処
の
懲
奨
と
す
る
よ
う
に
求
め
る
奏
言
を
し
た
折
に
は
、

　
　
吏
部
尚
書
・
同
平
黒
蝿
の
興
復
は
、
使
を
奉
じ
て
江
涯
よ
り
還
り
、
李
勉
・
盧
翰
・
劉
従
一
と
倶
に
上
に
見
ゆ
。
勉
ら
退
き
、
復
は
独
り
留
ま
り
上
に
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ

　
　
　
い
て
田
く
、
陳
少
遊
は
任
は
将
相
を
兼
ぬ
る
も
諦
め
て
臣
節
を
敗
る
、
章
皐
は
幕
府
の
下
僚
な
る
も
独
り
忠
義
を
建
つ
、
請
う
ら
く
は
皐
を
以
っ
て
少
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ま
ね
き

　
　
　
に
代
え
琴
南
に
鎮
せ
し
め
ん
、
と
。
上
は
之
を
去
り
と
す
。
敵
い
で
申
使
の
馬
欽
緒
を
遣
わ
し
て
劉
従
一
を
揖
し
、
耳
に
付
し
て
語
り
去
る
。
諸
相
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
閣
に
還
る
。
従
一
は
復
に
詣
り
て
臼
く
、
欽
緒
よ
り
旨
を
宣
す
る
に
、
従
一
を
し
て
公
と
与
に
朝
来
言
う
所
の
事
を
議
し
、
即
ち
に
奏
し
て
之
を
行
わ
し

　
　
む
、
李
勉
・
盧
翰
を
し
て
知
ら
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
、
と
。
敢
え
て
問
う
何
事
な
る
や
、
と
。
（
咽
資
治
三
業
』
巻
町
三
一
、
影
壁
四
七
、
興
元
元
年
十
一

　
　
月
条
）

徳
宗
は
口
頭
で
承
認
を
与
え
た
後
、
中
使
に
奮
撃
て
を
さ
せ
て
、
出
塁
の
劉
従
一
に
対
し
瀟
復
と
協
議
し
直
し
た
上
で
奏
上
し
て
く
る
よ
う
に

と
耳
打
ち
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
蒲
復
・
劉
従
一
の
両
者
の
み
で
決
定
し
、
他
の
宰
相
に
は
知
ら
せ
ず
に
お
く
こ
と
を
、
宣
の
形
で
念
押
し
し

て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
皇
帝
か
ら
の
内
意
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
手
法
が
、
宣
の
様
式
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　
既
に
見
て
き
た
通
り
、
宣
は
皇
帝
が
内
に
抱
く
心
意
を
表
す
手
段
と
な
る
点
で
、
対
面
の
場
に
お
け
る
面
議
と
も
対
比
し
う
る
も
の
で
あ
っ

た
。
宣
の
そ
う
し
た
性
格
は
、
皇
帝
が
口
頭
で
直
接
発
し
た
雷
葉
に
由
来
す
る
と
い
う
点
に
、
先
ず
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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⑪

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
皇
帝
側
の
抱
く
意
思
を
内
々
に
表
し
、
意
思
疎
通
を
図
る
必
要
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
宣
と
は
多
く
の
場
合
に
、
口
頭
で
伝
え
ら
れ
た
皇
帝
の
内
意
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
が
政
策
策
定
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
視
点
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
そ
の
問
題
に
入
る
前
に
、
宣
の
働
き
を
も
っ
と
幅
広
く
位
遣
付
け
し
て
お
く
こ
と
が
、
議
論
を
す
る
上

で
の
前
提
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
伝
宣
が
行
わ
れ
る
場
面
を
な
る
べ
く
多
様
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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（
二
）
　
宣
の
機
能
す
る
場

　
従
来
か
ら
、
宣
に
つ
い
て
、
「
個
人
的
意
思
の
発
現
・
略
式
命
令
」
と
性
格
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
節

で
は
、
宣
を
介
し
た
霜
愚
問
の
意
思
交
換
の
関
係
に
即
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
、
従
来
の
研
究
で
示
さ
れ
た
事
例
も

含
め
て
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　
伝
宣
が
行
わ
れ
る
段
で
最
も
重
要
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
た
受
信
者
側
の
反
応
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
伝
宣
を
受
け
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
は
、
そ
れ
を
受
信
し
た
旨
と
謝
意
を
記
し
た
表
・
状
を
提
出
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。
次
に
見
る
の
は
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
に
、

宰
相
か
ら
追
遊
・
宴
会
を
め
ぐ
っ
て
在
朝
の
百
官
に
披
露
さ
れ
た
宣
と
、
呂
温
が
百
官
を
代
表
し
て
提
出
し
た
そ
れ
に
対
す
る
謝
表
で
あ
る
。

元
和
二
年
十
二
月
、
蓋
世
よ
り
泰
宣
す
る
に
、
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
百
富
士
諸
等
、
親
友
と
追
遊
し
公
私
に
宴
会
す
る
と
き
に
、
乃
ち
昼
日
に
城
を
出

　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

で
て
野
送
す
る
に
、
毎
に
奏
報
を
慮
り
聖
意
は
未
だ
箭
び
ず
と
。
今
よ
り
已
後
、
各
お
の
懐
く
所
を
暢
ば
し
務
め
て
歓
泰
に
従
え
。
（
『
際
会
要
』
巻
二

九
、
追
賞
）

今
月
二
十
三
日
、
宰
臣
よ
り
雪
止
を
奉
宣
す
る
に
、
（
中
略
）
。
志
は
必
信
に
存
し
、
義
は
詳
言
に
切
な
り
、
令
の
行
わ
る
る
こ
と
春
の
如
く
、
神
の
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

ず
る
こ
と
響
く
が
若
し
。
寒
水
は
輝
き
て
潤
い
、
厳
風
は
変
じ
て
和
し
、
己
れ
を
推
し
て
は
人
心
に
感
じ
、
生
を
発
き
て
は
天
意
に
先
ん
ず
。
臣
某
中

謝
す
。
（
中
略
）
恭
ん
で
容
旨
を
承
け
、
務
め
て
歓
心
を
牽
く
し
、
飽
き
て
は
属
厭
を
思
い
、
酔
い
て
は
温
克
を
念
じ
、
竹
林
の
虚
誕
を
戒
め
、
金
谷
の
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い
よ

　
　
浮
華
を
去
る
。
君
は
泉
魚
を
察
せ
ざ
る
と
雛
も
、
臣
は
敢
え
て
屋
漏
に
怨
ず
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
且
つ
歓
び
且
つ
為
れ
、
寵
に
居
り
て
弥
い
よ
驚
き
、
稽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
詳
し
て
漸
を
知
る
。
身
を
殺
す
と
も
何
を
か
報
ぜ
ん
。
感
恩
就
揚
の
至
り
に
任
う
る
こ
と
無
し
。
（
鋼
呂
衡
愛
妃
』
巻
雲
、
代
文
武
百
寮
謝
許
遊
宴
表
）

こ
れ
は
、
劉
開
の
乱
・
李
鋳
の
乱
を
は
じ
め
と
し
て
、
相
次
い
だ
反
乱
が
平
定
さ
れ
た
現
下
の
状
勢
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
追
贈
・
宴
会
に
対
し

て
加
え
ら
れ
て
い
た
粛
正
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
情
が
安
定
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
雰
囲
気
を
表
し
、
皇
帝
の
恩
寵
を
在
京
の
百
宮
・

士
庶
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
在
京
の
百
官
の
側
か
ら
は
、
こ
う
し
た
皇
帝
の
姿
勢
に
応
え
て
追
遊
・
宴
会
の
席

で
歓
心
を
尽
く
し
、
政
治
安
定
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
度
を
越
し
た
遊
興
に
耽
っ
て
皇
帝
を
煩
わ
す
こ
と
は
な
い
と
誓
う
謝
意
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

表
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
君
臣
問
に
お
け
る
意
思
の
疎
通
は
完
結
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
宣
と
あ
わ
せ
て
謝
表
の
提
出
に
よ
っ
て
、

君
臣
双
方
に
融
和
の
意
を
通
じ
合
わ
す
効
果
を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
宣
に
対
し
臣
下
の
側
か
ら
強
く
反
対
の
意
が
表
明
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
に
、

憲
宗
が
翰
林
学
士
の
崔
群
に
信
頼
を
寄
せ
、
以
後
翰
林
学
士
が
奏
状
を
提
出
す
る
に
は
必
ず
暦
家
の
連
署
を
付
し
て
、
そ
の
了
承
を
得
る
よ
う

に
求
め
て
き
た
折
に
は
、

　
　
元
和
初
め
、
召
さ
れ
て
翰
林
学
士
と
為
り
、
中
書
舎
人
を
銘
す
。
群
は
内
職
に
在
っ
て
、
常
に
聖
霊
正
論
を
以
っ
て
時
に
聞
こ
ゆ
。
憲
宗
は
慕
賞
し
て
宣

　
　
旨
を
下
し
て
云
わ
く
、
今
よ
り
後
、
学
士
の
状
を
進
む
る
に
は
、
並
び
に
開
演
の
達
署
を
取
り
、
然
る
後
に
進
来
せ
よ
、
と
。
群
栄
え
ら
く
、
禁
密
の
司

　
　
　
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
　
　
　
　
　
　
に
く

　
　
は
動
に
故
事
と
為
り
、
馨
れ
よ
り
学
士
或
い
は
直
を
悪
み
正
を
醜
め
ば
、
則
ち
其
の
下
の
学
士
は
上
幸
す
る
に
弄
し
無
し
、
と
。
群
は
堅
く
詔
を
奉
ぜ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
三
た
び
疏
し
て
論
奏
し
、
方
め
て
允
さ
る
。
（
璽
旧
唐
書
撫
巻
一
五
九
、
諸
善
伝
）

こ
れ
が
先
例
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
崔
群
自
身
が
、
こ
の
宣
の
た
め
に
下
意
上
達
の
途
が
閉
ざ
さ
れ
か
ね
な
い
点
を
諌
め
つ
づ
け
、
皇
帝
に
向

か
っ
て
承
諾
で
き
な
い
旨
を
奏
上
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
元
和
八
年
（
八
＝
5
に
、
朝
廷
に
多
く
の
縁
故
を
持
つ
僧
侶
の
罪
が
露
見
し
収
繋

さ
れ
た
折
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
是
に
至
り
、
権
倖
は
争
っ
て
之
が
為
に
言
い
、
上
は
之
を
釈
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
中
丞
の
酵
存
誠
は
不
可
と
す
。
上
は
中
使
を
遣
わ
し
て
台
に
詣
ら
し
め
、

43　（573）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
た

　
　
旨
を
宣
し
て
曰
く
、
朕
は
此
の
僧
を
面
詰
せ
ん
と
欲
す
、
こ
れ
を
釈
す
に
は
非
ざ
る
な
り
、
と
。
毒
虫
対
え
て
曰
く
、
陛
下
は
必
ず
此
の
僧
を
面
釈
せ
ん

　
　
と
欲
す
、
請
う
ら
く
は
先
ず
臣
を
殺
し
、
然
る
後
に
之
を
取
れ
、
然
ら
ざ
れ
ば
臣
は
期
し
て
詔
を
奉
ぜ
ず
、
と
。
上
は
嘉
み
し
て
之
に
従
う
。
（
『
資
治
通

　
　
鑑
聴
巻
二
三
九
、
唐
紀
五
五
、
元
和
八
年
一
月
丁
酉
条
）

憲
宗
は
御
史
台
に
伝
宣
し
て
、
こ
の
僧
侶
の
身
柄
引
渡
し
を
求
め
て
き
た
が
、
御
史
擬
餌
の
温
存
誠
に
強
く
拒
ま
れ
て
お
り
、
臣
下
の
反
対
意

見
の
方
が
通
り
決
着
を
見
て
い
る
。
宣
は
こ
う
し
た
反
対
に
遭
う
可
能
性
も
予
期
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
も
結

果
的
に
は
、
宣
を
通
し
て
鴛
臣
間
に
意
思
形
成
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
伝
宣
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
在
京
の
あ
ら
ゆ
る
官
人
・
崔
群
と
い
う
～
個
人
・
御
史
台
と
い
う
中
央
官
庁
に
及
ん
で

お
り
、
そ
の
範
囲
の
広
狭
も
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
皇
帝
か
ら
当
事
者
に
内
意
を
表
示
し
、
意
思
の
疎
通

を
図
っ
た
働
き
か
け
で
あ
る
点
に
共
通
す
る
要
素
を
持
つ
。
宣
と
は
君
臣
双
方
に
意
識
の
共
有
が
求
め
ら
れ
た
事
柄
と
係
わ
り
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
宣
を
問
に
介
し
て
遣
り
取
り
を
す
る
行
為
が
、
君
臣
間
に
お
け
る
意
思
形
成
の
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
他
の
史
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
元
和
年
間
（
八
〇
六
－
八
二
〇
）
に
出
さ
れ
た
赦
令
の
中
に
は
、
進

奉
（
主
に
藩
鎮
が
皇
帝
の
私
恩
を
求
め
て
行
っ
た
財
物
の
献
上
で
、
弊
害
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
た
）
に
対
す
る
禁
令
が
し
ば
し
ば
含
ま
れ
て
い
る

⑫
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
・
そ
れ
と
時
喬
じ
く
し
て
・
在
山
県
の
各
嶺
の
進
奏
院
の
問
に
は
・

　
　
皆
な
云
わ
く
、
進
旨
有
り
、
諸
道
の
進
奏
院
に
官
写
し
て
、
今
よ
り
已
後
、
応
に
進
奉
有
る
べ
し
、
並
び
に
御
史
台
に
申
報
ず
る
を
用
い
ず
、
如
し
人
の

　
　
勘
問
有
れ
ば
、
便
ち
仰
せ
て
名
を
録
し
て
奏
来
せ
し
む
る
者
な
り
、
と
。
（
騨
自
氏
長
慶
集
漏
巻
五
九
、
奏
状
二
、
孟
春
所
聞
事
宜
）

と
す
る
宣
が
出
圓
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
宣
与
）
。
違
法
の
進
歩
を
禁
止
す
る
と
い
う
建
前
と
は
裏
腹
に
、
各
藩
鎮
に
は
四
聖
物
の
献
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

促
し
、
そ
の
た
め
の
便
宜
ま
で
図
ろ
う
と
す
る
意
向
が
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
伝
達
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
皇
帝
か
ら

当
事
者
と
見
倣
さ
れ
た
藩
鎮
を
対
象
に
、
宣
を
介
し
て
意
思
を
通
じ
合
わ
せ
て
お
く
必
要
の
あ
っ
た
点
に
、
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
宣
の
形
式
で
賜
与
や
慰
問
が
行
わ
れ
る
場
合
も
数
多
く
存
在
し
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
も
し
ば
し
ば
言
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庸代後半における宣と制勅の関係（小野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

及
が
見
ら
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
次
の
史
料
が
具
体
例
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
臣
下
に
手
直
（
臣
下
に

舛
す
る
慰
労
・
存
問
の
た
め
鵡
さ
れ
た
制
勅
）
を
賜
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
あ
わ
せ
て
伝
宣
（
口
勅
・
恩
旨
）
も
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
、
注
意
が

向
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
中
使
の
某
至
り
、
伏
し
て
手
詔
を
奉
じ
て
慰
諭
し
、
井
び
に
口
勅
を
宣
し
、
臣
に
端
午
の
衣
～
副
及
び
銀
椀
百
重
等
を
賜
り
、
兼
ね
て
大
将
に
衣
若
干
副

　
　
　
を
賜
る
者
な
り
。
（
『
文
苑
英
華
』
巻
五
九
五
、
李
嬌
、
謝
端
午
賜
物
表
）

　
　
　
右
、
中
使
の
巨
漢
情
至
り
、
伏
し
て
詔
書
を
奉
じ
て
、
兼
ね
て
恩
旨
を
宣
し
、
臣
、
今
の
前
件
の
兵
馬
に
差
せ
ら
る
る
を
慰
問
す
る
者
な
り
。
（
『
文
苑
英

　
　
　
華
』
巻
六
四
三
、
令
狐
楚
、
奏
差
兵
馬
赴
許
州
救
援
井
謝
宣
慰
状
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
制
勅
と
は
別
に
伝
宣
し
て
い
る
意
味
は
、
宣
の
方
式
で
内
意
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
皇
帝
が
内
に

抱
く
親
近
の
情
を
心
意
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
に
臣
下
の
側
か
ら
提
畠
さ
れ
る
謝
表
と
あ
わ
せ
て
、
君
臣
双
方
に
融
和
の
意
が
通
じ

て
い
る
効
果
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
が
口
頭
で
発
し
た
言
葉
に
由
来
す
る
こ
と
に
意
味
が
込
め
ら
れ
た
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
一
見
あ
ま
り
に
当
然
の
こ
と
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
宣
の
持
つ
意
味
を
こ

の
よ
う
に
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
を
政
策
策
定
過
程
の
側
面
に
お
い
て
も
、
賜
与
・
慰
撫
の
側
面
に
お
い
て
も
、
同
一
の
性
格
の
も
の
と

捉
え
る
視
点
に
立
つ
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
①
皇
帝
の
発
し
た
言
葉
は
等
し
く
詔
で
あ
り
勅
で
あ
り
（
中
村
前
掲
一
九
九
六
年
　
　

　
九
九
六
年
中
の
口
勅
と
宣
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
丸
橋
充
拓
氏
が
両
者

轡
、
第
五
七
五
頁
）
、
そ
れ
が
口
頭
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
き
に
は
「
口
詔
」

「
口
勅
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
宣
も
口
頭
の
意
思
表
示
で
あ
る
た
め
、

史
料
に
は
「
悪
罵
」
「
口
説
」
（
あ
る
い
は
単
に
「
詔
」
「
勅
扁
と
も
）
と
表
記
さ

れ
る
場
合
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
（
中
村
前
掲
～
九
九
一
A
書
、
第
七
三
三

頁
）
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
史
料
上
「
口
詔
」
「
彫
塑
」
と
あ
っ
て
も
、
親
近

者
を
介
し
て
伝
達
さ
れ
た
の
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
「
宣
」
を
指
し
て
い
る
も

の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
中
村
裕
一
前
掲

　
の
弁
別
は
難
し
い
と
す
る
轡
評
を
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
る
（
糊
帯
代
史
研
究
睡
創
刊
号
、
～
九
九
八
年
、
第
九
二
頁
）
。

②
「
面
奉
聖
旨
」
「
面
奉
進
止
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

③
「
奉
宣
聖
旨
」
「
奉
撰
進
止
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

④
王
素
『
陸
賢
評
伝
臨
（
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
～
年
）
は
、
陸
賢
の
奏
議

　
を
収
録
し
た
上
に
、
そ
れ
に
解
題
・
簡
評
を
付
し
て
お
り
、
本
文
の
内
容
を
理
解

　
す
る
上
で
参
考
価
値
が
き
わ
め
て
商
い
。
こ
こ
に
引
く
軍
議
も
第
三
一
二
　
頁
－
三
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三
三
頁
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

⑤
『
陸
宣
公
主
苑
集
睡
巻
～
八
、
論
宣
令
斐
延
齢
度
支
管
。
臣
以
支
計
之
司
、
当

　
今
所
切
常
須
街
制
鮎
吏
、
不
可
斯
須
闘
人
。
待
追
李
衡
、
数
月
方
到
、
黒
革
網
条

　
弛
紫
、
蓋
物
隠
欺
。
李
巽
近
追
到
城
、
請
授
給
事
中
、
思
詰
権
判
。
若
処
理
称
職
、

　
便
除
戸
部
侍
郎
。
如
材
不
相
当
、
則
雷
雲
衡
到
、
別
商
量
処
分
。
既
免
傾
廃
於
事
、

　
又
得
閲
試
其
能
、
婚
人
之
中
豊
有
点
取
。
陛
下
累
称
穏
便
、
許
依
所
奏
施
行
。
臣

　
又
退
更
詳
思
、
以
学
研
易
於
此
。

⑥
権
徳
懸
口
論
士
藁
箒
」
「
論
延
齢
不
応
復
判
度
支
疏
」
。
王
素
前
掲
書
、
笙
壬
二

　
三
頁
に
引
鯖
が
あ
る
。

⑦
『
李
相
麗
議
事
集
㎞
巻
五
、
論
太
平
事
。
今
中
夏
河
南
北
薫
蒸
有
五
十
余
州
、

　
法
令
所
掌
及
、
徳
沢
予
州
加
。
兼
西
戎
侵
盗
、
近
珍
物
随
霊
寧
等
州
為
界
、
去
京

　
城
遠
者
不
過
千
塁
、
近
者
数
百
里
蜂
燧
相
接
、
辺
替
勝
警
。
此
方
罷
陛
下
焦
心
澗

　
慮
、
廃
寝
忘
餐
之
時
。
壼
可
高
枕
而
臥
也
。
加
以
下
薪
水
旱
、
魔
蔵
尚
虚
。
陛
下

　
憂
勢
、
頻
雪
嵐
念
。

⑧
こ
の
国
書
も
、
『
会
晶
～
品
玉
㎞
巻
六
に
「
賜
駐
夏
斯
書
」
と
し
て
、
次
に
引

　
く
奏
状
と
あ
わ
せ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

⑨
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
一
年
A
轡
、
第
七
三
二
頁
。

⑩
矢
木
毅
前
掲
稿
、
第
コ
四
頁
。

⑪
松
本
保
宣
氏
は
、
延
英
殿
に
お
け
る
面
議
の
働
き
に
つ
い
て
、
皇
帝
に
よ
る
官

　
入
統
御
の
側
面
を
特
に
強
調
す
る
い
っ
ぽ
う
、
皇
帝
と
臣
下
の
意
思
疎
通
（
松
本

　
前
掲
書
、
第
二
二
頁
）
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
（
同
町
、
第
三
三
八
頁
）
の
側
面

　
が
あ
る
こ
と
に
も
琶
及
し
て
い
る
。
宣
は
、
君
臣
間
の
意
思
交
換
の
場
に
成
り
立

　
つ
と
い
う
点
で
、
そ
の
働
き
の
側
掘
に
お
い
て
も
、
対
面
の
場
に
お
け
る
論
議
と

　
共
通
す
る
面
を
多
く
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
宣
を
対
面

　
の
場
の
論
議
と
対
比
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

⑫
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
一
年
A
書
、
第
七
三
二
…
七
三
｝
二
頁
。
ま
た
、
古
瀬
奈

　
津
子
門
書
儀
・
書
簡
よ
り
み
た
日
唐
古
代
官
僚
制
の
特
質
」
第
～
二
七
頁
（
『
お

　
茶
の
水
史
学
臨
第
四
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
、
臣
下
が
表
を
奉
じ
る
意
味
に

　
つ
い
て
、
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
心
や
関
係
を
確
認
す
る
た
め
と
す
る
点
の
指
摘
が

　
あ
る
。

⑬
中
村
裕
一
氏
は
口
勅
を
例
に
、
こ
れ
ら
が
伝
宣
さ
れ
る
と
受
信
人
は
恩
謝
の
表

　
や
状
を
書
き
、
そ
れ
に
対
し
て
皇
帝
の
別
当
が
あ
っ
て
、
口
勅
文
書
の
往
復
は
終

　
了
す
る
と
し
て
い
る
（
中
村
前
掲
一
九
九
六
年
轡
、
第
五
七
二
頁
）
。
こ
こ
に
引

　
い
た
ケ
…
ス
で
も
、
呂
温
に
よ
る
謝
表
に
対
し
て
、
や
は
り
皇
帝
か
ら
批
答
が
出

　
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
咽
白
繭
長
亜
型
』
巻
五
七
、
翰
林
制
諾
四
、
答

　
百
寮
謝
許
追
遊
集
宴
表
）
。

⑭
唐
代
の
進
奉
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究
と
し
て
、
古
松
崇
志
「
唐
代
後
半
の
進

　
奉
と
財
政
」
（
『
古
代
文
化
睡
第
近
一
巻
第
四
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

⑮
こ
の
出
来
事
は
、
曾
我
部
静
雄
「
麿
時
代
の
貢
献
制
度
」
（
『
文
化
輪
第
三
六
巻

　
第
一
・
二
号
、
｝
九
七
二
年
）
も
言
及
し
て
お
り
、
『
資
治
通
鑑
考
異
㎞
元
和
四

　
年
四
月
条
に
、
「
憲
宗
は
深
く
左
右
の
言
に
惑
い
、
外
は
献
を
受
け
ざ
る
を
示
し
、

　
内
は
実
に
其
の
来
献
を
欲
す
る
な
り
。
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
、
こ
の
こ
と
を

　
事
実
と
見
倣
し
て
い
る
。

⑯
清
木
場
東
『
帝
賜
の
構
造
一
門
代
財
政
史
研
究
支
出
編
i
撫
（
中
国
書
店
、

　
一
九
九
七
年
）
な
ど
。
ま
た
、
申
村
裕
一
氏
に
よ
る
～
連
の
論
著
で
も
、
「
口
勅
」

　
門
口
宣
」
（
申
村
前
掲
一
九
九
一
年
A
轡
に
収
録
）
に
引
か
れ
る
事
例
は
、
や
は

　
り
多
く
が
賜
与
・
慰
問
の
ケ
ー
ス
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

⑰
中
村
裕
一
氏
は
、
手
詔
（
慰
労
詔
書
）
を
王
朝
国
家
の
皇
帝
の
公
的
意
志
の
表

　
明
と
す
る
の
に
対
し
、
口
勅
を
王
朝
国
家
の
皇
帝
の
私
的
意
志
の
表
明
と
し
て
い

　
る
（
中
村
前
掲
一
九
九
一
年
A
轡
、
第
七
一
七
頁
）
。
な
お
、
本
稿
で
は
注
①
に

　
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
口
書
も
宣
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

⑱
こ
こ
で
は
、
宣
の
公
私
の
別
を
越
え
て
、
そ
こ
に
共
通
す
る
働
き
や
効
果
に
つ

　
い
て
考
え
て
い
る
点
を
了
解
さ
れ
た
い
。
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二
　
宣
と
制
勅
の
関
係

2
）
制
勅
策
定
の
過
程

唐代後半における宣と制勅の関係（小野）

　
前
章
で
は
、
宣
が
持
っ
た
意
味
と
働
き
を
、
君
臣
問
に
お
け
る
意
思
交
換
の
関
係
か
ら
捉
え
、
皇
帝
の
側
か
ら
の
内
意
を
示
し
、
両
者
の
意

思
の
疎
通
を
図
っ
た
働
き
か
け
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
と
き
、
宣
は
政
策
策
定
の
過
程
で
ど
の
よ
う

な
位
置
を
占
め
、
ま
た
、
湖
勅
と
は
～
般
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
唐
代
制
度
史
の
研
究
は
、
中
書
・
門
下
・
尚
書
の
三
省
に
お
け
る
稟
議
の
策
定
過
程
と
い
う
文
書
行
政
の
研
究
が
出
発
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
な
っ
て
進
展
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
え
る
。
唐
墨
の
政
策
決
定
過
程
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
宰
相
会
議

の
合
議
に
よ
り
高
次
の
判
断
を
要
す
る
政
策
を
決
定
し
、
そ
れ
が
中
書
省
に
お
い
て
制
勅
の
草
案
と
し
て
起
草
さ
れ
、
門
下
省
に
お
け
る
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
経
て
不
備
が
無
け
れ
ば
そ
こ
を
通
過
し
、
尚
書
省
に
お
い
て
伝
達
・
施
行
す
る
と
い
う
形
式
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
も

文
書
行
政
が
進
行
す
る
経
過
に
沿
っ
て
、
政
策
策
定
過
程
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
制
勅
定
立
の
手
順
で
、
宣
が
そ
れ
と
ど
の

よ
う
な
係
わ
り
を
持
っ
た
の
か
を
、
こ
こ
で
は
順
次
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
唐
代
後
半
に
、
高
次
の
判
断
を
要
す
る
政
治
課
題
に
つ
い
て
、
皇
帝
と
宰
相
を
交
え
た
合
議
が
持
た
れ
た
場
と
し
て
最
も
重
要
に
な
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
延
三
殿
で
あ
る
。
延
英
殿
に
お
け
る
面
議
は
、
皇
帝
と
宰
臣
の
ど
ち
ら
の
側
か
ら
も
開
催
を
求
め
発
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ら

は
次
の
よ
う
な
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
そ
公
事
の
商
量
有
れ
ば
、
即
ち
宣
を
降
し
て
閣
（
閤
）
門
に
付
し
、
延
英
を
開
く
。
閣
（
閤
）
門
は
翻
宣
し
て
中
書
に
申
し
、
井
び
に
正
衙
の
門
に
榜

　
　
す
。
如
し
中
書
に
公
事
の
敷
奏
有
れ
ば
、
即
ち
武
臣
は
榜
子
を
入
れ
、
奏
し
て
藍
本
を
開
く
を
請
う
。
（
『
南
部
新
書
嚇
轟
轟
）

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
延
英
殿
の
場
を
開
く
契
機
と
し
て
、
宣
を
介
し
て
指
示
を
伝
達
す
る
と
い
う
手
順
を
取
っ
た
点
で
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あ
る
。
お
そ
ら
く
、
酵
母
か
ら
延
英
を
開
く
要
請
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
、
や
は
り
裁
可
が
伝
宣
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
宣
が
政
策

策
定
た
め
の
合
議
の
過
程
と
も
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
延
棒
殿
の
面
議
を
経
る
の
み
な
ら
ず
、

宣
に
よ
っ
て
直
接
中
書
（
こ
こ
で
は
中
書
門
下
の
宰
相
府
を
指
す
）
に
伝
達
し
、
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
内
意
が
伝
え
ら
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば

あ
っ
た
。

　
　
安
禄
山
は
、
重
宝
末
に
蕃
書
三
十
入
を
以
っ
て
漢
将
に
代
え
ん
こ
と
を
請
う
。
玄
宗
は
中
書
に
宣
付
し
て
即
日
に
進
呈
せ
し
む
。
津
見
素
は
楊
国
患
に
謂

　
　
い
て
曰
く
、
安
幽
冥
に
不
臣
の
心
有
り
、
天
下
に
暴
あ
ら
ん
、
今
冬
た
藩
将
を
以
っ
て
漢
に
代
え
ん
と
す
、
其
の
反
す
る
こ
と
明
ら
か
な
り
、
と
。
遽
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
に
対
す
る
を
請
う
。
玄
宗
曰
く
、
卿
に
富
山
を
疑
う
の
意
有
ら
ん
や
、
と
。
見
素
は
趨
り
て
殿
よ
り
下
り
、
涕
洒
し
て
且
つ
禄
山
の
暴
状
を
陳
ぶ
。
詔
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば

　
　
て
位
に
復
さ
し
め
、
因
り
て
禄
山
の
表
を
以
っ
て
上
の
前
に
留
め
て
出
づ
。
俄
か
に
し
て
又
た
宣
詔
し
て
曰
く
、
此
の
一
奏
は
姑
ら
く
之
を
容
れ
、
朕
は

　
　
お
も
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
　
つ
ね

　
　
　
徐
う
に
図
を
為
さ
ん
、
と
。
見
素
此
れ
よ
り
後
、
対
冒
す
る
毎
に
、
毎
に
其
の
事
を
言
い
て
続
く
、
臣
に
一
策
有
り
、
其
の
難
を
書
す
べ
し
、
」
請
う
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
く
は
薬
草
事
を
以
っ
て
之
を
賞
せ
ん
、
と
。
玄
宗
は
草
詔
を
為
す
を
許
し
詑
り
、
中
に
之
を
留
む
。
中
使
の
輔
謬
琳
を
遣
わ
し
て
甘
子
を
送
り
、
且
つ
其

　
　
の
変
を
観
せ
し
む
。
謬
琳
は
賂
を
受
け
て
還
り
、
因
り
て
反
状
無
き
を
醤
う
。
（
『
大
唐
新
語
撫
二
二
、
極
諌
）

こ
の
宣
を
介
し
て
中
書
門
下
と
遣
り
取
り
を
す
る
方
式
が
い
つ
形
成
さ
れ
た
か
は
知
り
得
な
い
が
、
遅
く
と
も
唐
代
半
ば
に
は
そ
れ
を
見
る
こ

　
　
　
　
⑤

と
が
で
き
る
。
薄
禄
山
の
乱
が
勃
発
す
る
直
前
の
天
宝
一
四
載
（
七
五
五
）
二
月
に
、
玄
宗
は
、
安
禄
山
が
軍
将
三
〇
人
を
漢
人
か
ら
、
自
分

の
命
に
忠
実
な
胡
人
に
代
え
る
よ
う
奏
上
し
て
き
た
の
を
容
れ
、
宣
す
る
形
で
、
中
書
に
向
か
っ
て
叙
任
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
指
示
を
与

え
て
き
た
た
め
、
安
禄
山
の
反
意
を
疑
う
墨
型
素
ら
宰
相
た
ち
か
ら
、
却
っ
て
面
議
を
求
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。
そ
し
て
面
謝
を
経
た
後
、

ま
た
宣
す
る
形
で
、
玄
宗
は
安
禄
山
の
要
請
を
容
れ
る
一
方
、
そ
の
去
就
に
は
監
視
を
怠
ら
な
い
と
す
る
意
向
を
中
書
門
下
に
伝
え
る
こ
と
で
、

こ
の
件
は
い
っ
た
ん
落
着
を
見
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
書
門
下
に
お
い
て
は
伝
搬
を
受
け
る
と
、
記
録
に
取
り
帳
簿
を
作
成
す
る
の
が
通
例
で

あ
っ
た
。

　
　
晩
唐
、
枢
密
使
は
禁
中
よ
り
旨
を
受
け
中
書
に
出
付
す
、
即
ち
之
を
宣
と
謂
う
。
中
書
は
承
処
し
て
之
を
籍
に
録
し
、
之
を
宣
底
と
謂
う
。
今
、
史
館
の
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唐代後半における宜と制勅の関係（小野）

　
　
中
に
尚
お
故
宣
底
工
巻
有
り
、
今
の
聖
語
簿
の
如
き
な
り
。
（
『
皇
漢
筆
談
』
巻
一
、
故
事
～
）

こ
れ
は
「
糞
意
」
あ
る
い
は
「
聖
語
簿
」
と
呼
ば
れ
、
五
代
・
宋
の
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
記
録
が
取
ら
れ
た
の
も
、
そ
れ

だ
け
中
書
門
下
の
政
策
立
案
に
お
い
て
、
宣
の
様
式
を
用
い
た
絹
猿
の
遣
り
取
り
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
政
策
策
定

の
た
め
の
合
議
制
と
は
、
宣
を
契
機
に
始
め
ら
れ
た
り
、
宣
を
介
し
た
意
思
疎
通
を
経
て
進
ん
だ
り
す
る
過
程
を
内
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
。
こ
の
事
実
は
、
延
音
殿
の
面
議
を
は
じ
め
と
す
る
合
議
制
の
運
営
が
、
宣
に
よ
る
媒
介
に
支
え
ら
れ
て
い
た
点
を
確
認
す
る
上
で
看
過
し

得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
皇
帝
と
宰
相
を
交
え
て
の
面
議
に
結
論
が
出
る
と
、
そ
れ
を
中
書
門
下
に
お
い
て
擬
状
に
作
成
し
て
政
策
立
案
が
行
わ
れ
、
皇
帝
の
承
認
を

経
た
後
に
、
正
式
に
制
勅
案
の
起
草
（
翰
林
学
士
・
中
書
會
人
）
に
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
こ
で
は
、
翰
林
学
士
が
起
草
に
当
た
っ
た
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、
制
勅
案
起
草
の
指
示
に
あ
る
「
奉
宣
す
る
に
、
中
書
の
状
に
依
り
て
制
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

撰
し
、
厳
綬
を
江
陵
節
度
使
に
除
せ
し
む
」
「
奉
宣
す
る
に
、
中
書
の
状
に
依
り
て
制
を
撰
し
、
孟
元
応
を
右
羽
林
統
軍
に
除
し
、
仰
お
趙
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

公
・
食
邑
三
千
戸
に
封
ぜ
し
む
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宣
の
方
式
を
用
い
て
伝
達
さ
れ
る
の
が
通
例
な
の
で
あ

　
⑨

つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
次
に
、
制
勅
案
が
中
書
・
門
下
・
尚
書
省
の
順
に
経
由
す
る
定
立
の
手
順
は
、
給
事
中
に
よ
る
封
還
を
例
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
周

知
の
よ
う
に
、
門
下
省
の
制
垂
心
に
対
す
る
走
還
の
実
行
は
、
給
病
中
が
そ
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
給
上
中
が
実
際
に
封
駁
を

行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
見
る
の
は
、
霊
武
節
度
使
の

王
嬰
平
の
罪
が
河
北
三
鎮
の
強
請
の
た
め
に
、
長
流
か
ら
疑
雲
に
減
じ
ら
れ
た
こ
と
に
反
対
し
、
知
事
中
が
封
還
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま

　
　
婁
平
は
、
官
に
居
り
て
は
食
顯
な
り
、
鎮
を
去
る
日
、
　
檀
ま
に
復
馬
四
百
余
匹
及
び
三
百
七
千
事
を
将
っ
て
自
衛
し
、
憲
司
の
糾
す
る
所
と
為
る
。
死

　
　
を
減
じ
て
、
康
州
に
長
流
せ
ら
る
。
父
の
喪
を
以
っ
て
、
未
だ
流
所
に
赴
か
ず
し
て
、
河
北
三
鎮
に
告
ぐ
。
三
帥
は
上
表
し
て
救
解
し
、
昭
雷
に
従
う
を

　
　
請
い
、
改
め
て
撫
州
司
馬
を
画
く
。
類
癌
中
の
誰
温
・
蘇
選
良
・
盧
弘
宣
は
制
海
を
封
還
し
、
永
山
嶺
戸
に
改
む
。
誰
温
は
又
た
執
り
て
下
さ
ず
、
文
宗
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は
じ

　
　
は
中
使
を
し
て
宣
諭
せ
し
め
、
方
め
て
行
わ
る
。
（
覗
旧
六
書
繍
巻
一
五
六
、
王
総
画
伝
）

先
ず
、
理
事
中
の
津
温
・
醇
廷
老
・
盧
弘
宣
が
異
議
を
唱
え
て
制
書
案
を
封
還
し
、
さ
ら
に
疑
匙
先
を
よ
り
厳
し
く
永
州
軍
戸
に
改
め
た
後
に

も
、
誰
温
が
重
ね
て
封
還
を
し
て
異
議
申
し
立
て
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
制
勅
案
の
封
還
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
皇
帝
か
ら
中
使
が
送
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
説
得
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
と
き
に
も
説
諭
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
そ
れ
が
宣
の
手
法
に
よ
り
、

意
思
を
疎
通
さ
せ
る
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
宣
が
こ
の
間
の
遣
り
取
り
に
介
在
し
て
、
制
勅
案
が
眼
裡
に
よ
っ
て
内
容
を
改
め
ら

れ
た
り
、
説
諭
が
功
を
奏
し
無
事
に
門
下
省
を
通
過
し
た
り
す
る
の
に
、
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
制
勅
を
施
行
し
た
後
に
な
っ
て
も
、
運
用
の
た
め
の
施
行
細
則
が
、
宣
を
通
し
て
変
更
・
通
知
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

開
成
三
年
（
八
三
八
）
、
画
嚢
大
夫
・
知
願
事
の
李
中
継
が
、
嬉
野
（
臓
函
を
設
置
し
、
面
壁
を
訴
え
た
り
時
政
を
論
じ
た
り
し
た
投
書
を
許
す
）
の
あ

り
方
を
批
判
し
た
奏
言
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

　
　
上
寄
し
て
曰
く
、
旧
例
に
拠
る
に
、
投
願
進
状
の
人
は
、
先
ず
副
本
を
以
っ
て
籔
使
に
呈
し
、
或
い
は
講
異
に
し
て
行
い
難
き
着
は
、
進
入
せ
し
め
ず
、

　
　
と
。
臣
は
文
案
を
検
聾
す
る
に
、
本
勅
を
見
ず
、
所
由
は
但
だ
貞
元
に
奉
宣
す
と
云
う
の
み
、
恐
ら
く
は
是
れ
一
時
の
事
な
ら
ん
。
（
『
算
置
書
』
巻
一
七

　
　
　
皿
、
李
中
敏
伝
）

こ
の
と
き
要
町
に
鞍
状
を
投
書
す
る
に
は
事
前
に
写
し
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
実
行
不
可
能
な
内
容
の
場
合
に
は
受
理
を
許
可
し
な
い
の
が
通

例
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
依
り
拠
と
な
っ
た
の
は
貞
元
年
間
（
七
八
五
1
八
〇
五
）
の
伝
宣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
例
え
ば
、
開
元
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
（
七
一
三
）
以
後
の
政
事
の
食
を
知
五
聖
に
供
す
る
慣
例
も
、
宣
を
依
り
拠
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
の
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

書
・
門
下
両
省
供
奉
官
の
次
対
（
皇
帝
に
輪
番
で
対
面
す
る
）
停
止
の
際
も
、
大
和
元
年
（
八
二
七
）
の
請
対
（
皇
帝
と
の
対
面
を
願
い
出
る
）
奨
励

　
　
⑭

の
際
も
、
依
り
拠
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
宣
で
あ
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
宣
を
用
い
た
ロ
頭
に
よ
る
意
思
の
伝
達
は
、
制
勅
策
定
前
の
合
議
の
段
階
に
お
い
て
も
、
制
勅
作
成
の
過
程
の
段
階
に
お
い
て

も
、
制
勅
執
行
後
の
変
更
・
通
知
の
段
階
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
段
階
に
幅
広
く
介
在
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
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は
、
皇
帝
直
接
の
言
葉
が
浸
透
す
る
領
域
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
広
く
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
理
念
の
上
で
は
、
君

主
の
権
限
は
政
策
策
定
過
程
の
ど
ん
な
面
に
も
浸
透
し
、
ま
た
超
越
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
多
く
が
宣
に
よ
る
口
頭
伝
達
の
方
式

を
取
っ
て
現
出
し
た
。
宣
は
制
勅
の
策
定
か
ら
執
行
ま
で
あ
ら
ゆ
る
過
程
に
介
在
し
得
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
担
当
部
局
の
意
見
を
連
絡
し

て
政
治
意
思
形
成
の
契
機
と
し
、
事
態
が
円
滑
に
進
行
す
る
の
を
可
能
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
唐
事
の
政
策
策
定
過
程
の
あ
り
方
に
一
つ
の
特
色
を
帯
び
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
～

般
に
唐
宋
変
革
へ
の
関
心
か
ら
、
皇
帝
に
よ
る
領
導
の
強
化
や
、
中
書
門
下
の
最
高
機
関
化
と
い
う
政
治
形
態
の
変
化
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
⑮

多
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
皇
帝
直
接
の
言
葉
と
い
う
も
の
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
宣
を
通
し
て
皇
帝
の
意
思
を
口
頭
伝
達
す
る
務
め
を
果
た
し
た
親
近
者
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
余
謂
え
ら
く
、
宣
な
る
者
は
、
上
船
を
奉
宣
す
る
に
因
り
て
名
を
得
。
或
い
は
口
伝
を
以
っ
て
宣
と
為
し
、
或
い
は
文
書
を
行
ず
る
を
以
っ
て
宣
と
為
す
。

　
　
口
伝
を
宣
と
為
す
は
、
中
臣
に
命
ず
る
こ
と
多
く
、
宰
相
も
亦
た
之
れ
有
り
。
劉
栖
楚
の
埠
を
叩
く
や
、
牛
僧
儒
宣
し
て
曰
く
、
奏
す
る
所
知
れ
り
、
門

　
　
外
に
て
進
発
を
点
て
、
と
。
此
れ
宰
相
の
口
宜
な
り
。
李
泌
は
宣
を
写
し
、
以
っ
て
唐
朝
臣
の
兵
を
却
還
せ
し
む
。
此
れ
宰
相
よ
り
文
書
を
行
し
て
宣
と

　
　
為
す
な
り
。
（
『
資
治
通
鑑
駈
巻
二
三
｝
、
唐
紀
四
七
、
貞
元
元
年
七
月
甲
午
条
内
、
書
冊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
の
よ
う
な
伝
宣
者
は
、
「
上
は
中
使
を
し
て
宣
諭
せ
し
む
」
「
中
使
に
命
じ
て
旨
を
宣
せ
し
む
」
と
い
う
史
料
の
表
記
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

宙
官
（
と
り
わ
け
枢
密
使
の
職
に
あ
る
者
）
が
務
め
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
に
、
宰
臣
の
李
逢
吉
・
牛
僧
儒
ら
が
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

宣
し
劉
栖
楚
の
叩
頭
を
止
め
待
機
さ
せ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宰
相
が
伝
宣
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

『
通
鑑
』
胡
弓
に
説
明
が
あ
り
既
に
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
要
す
る
に
、
宣
に
よ
る
口
頭
伝
達
の
役
目
を
担
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
皇

帝
の
近
辺
に
出
入
す
る
機
会
を
持
つ
者
な
の
で
あ
っ
た
。

　
既
に
前
章
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
宣
を
間
に
介
し
た
遣
り
取
り
と
は
、
皇
帝
の
内
意
と
し
て
の
心
意
を
伝
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

当
事
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
一
般
に
、
君
主
権
の
浸
透
と
さ
れ
る
事
実
も
、
皇
帝
親
近
の
宰
臣
・
僅
官
と
の
結
合
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
か
ら
、
塾
代
後
半
の
政
治
形
態
を
論
じ
る
上
で
、
宰
相
の
権
限
強
化
や
権
官
の
専
権
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ

こ
で
言
う
皇
帝
直
接
の
言
葉
の
帯
び
た
性
質
も
ま
た
、
皇
帝
と
そ
の
近
辺
を
含
む
政
権
中
枢
総
体
へ
の
求
心
性
と
い
う
、
大
枠
に
収
め
て
理
解

し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
宣
の
方
式
を
用
い
た
口
頭
伝
達
も
、
こ
う
し
た
政
権
中
枢
に
支
え
ら
れ
て
十
分
に
機
能
す
る
、
い
わ
ば
中
央

政
府
の
求
心
性
を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
宣
と
制
勅
の
位
相

　
こ
こ
で
は
節
を
改
め
て
、
宣
と
制
勅
が
そ
れ
ぞ
れ
王
言
の
制
に
お
い
て
占
め
た
位
相
と
相
互
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
玉
章
の
策
定
と
い
う
文
書
行
政
の
過
程
に
は
、
宣
に
よ
る
ロ
頭
の
意
思
疎
通
に
支
え
ら
れ
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。

も
う
一
度
例
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
、
翰
林
学
士
院
に
命
じ
ら
れ
た
撰
文
の
指
示
や
そ
の
後
の
遣
り
取
り
は
、
宣
を
介
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

　
　
⑲

あ
っ
た
。
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
、
安
国
寺
を
改
修
し
た
折
に
、
左
軍
劇
画
功
徳
使
の
秘
事
承
珪
が
聖
徳
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
望
み
、
こ
れ
に

翰
林
学
士
院
の
側
か
ら
強
く
異
論
が
出
さ
れ
て
論
議
が
起
こ
っ
た
が
、

　
　
真
理
は
奏
し
て
学
士
よ
り
碑
文
を
撰
す
る
こ
と
を
請
い
、
且
つ
導
く
、
排
比
せ
る
｝
万
貫
銭
を
以
っ
て
、
撰
文
の
学
士
に
送
主
せ
ん
、
と
。
進
旨
有
り
、

　
　
学
士
・
司
勲
員
外
郎
・
知
駆
詰
の
年
豆
を
し
て
撰
せ
し
む
。
是
に
於
い
て
、
緯
は
諸
学
士
と
議
す
る
に
、
古
よ
り
聖
帝
明
王
に
聖
徳
碑
無
き
を
以
っ
て
、

　
　
　
　
　
お
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

　
　
量
に
徳
迫
ば
ず
と
せ
ん
や
、
蓋
し
以
謂
ら
く
宜
し
く
刊
勒
せ
ず
、
且
つ
聖
徳
に
区
限
有
る
を
示
す
べ
き
な
り
、
と
。
（
中
略
）
其
の
白
痢
く
、
進
旨
を
奉

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
宣
す
る
に
、
陳
ぶ
る
所
を
覧
て
、
深
く
忠
鰻
を
歎
ず
。
已
に
奏
す
る
所
に
依
り
造
立
せ
し
め
ず
、
其
の
碑
楼
は
披
倒
せ
し
め
至
る
、
想
う
に
宜
し
く
知
悉

　
　
す
べ
し
、
と
。
（
『
李
相
国
論
事
集
』
巻
～
、
論
安
国
寺
不
合
立
聖
徳
碑
状
）

宣
を
通
じ
て
内
意
の
形
式
で
、
聖
徳
碑
建
立
の
撤
回
が
伝
え
ら
れ
、
翰
林
院
の
反
対
意
見
が
容
れ
ら
れ
て
方
針
の
変
更
を
見
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
し
、
ま
た
給
必
中
が
早
急
を
行
っ
た
例
か
ら
、
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
呂
元
暦
に
よ
る
制
勅
案
封
還
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、
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し
ば

　
　
准
南
節
度
判
官
の
孔
戴
を
以
っ
て
衛
尉
寺
丞
・
分
店
東
都
と
為
す
。
戯
は
嘗
て
昭
義
節
度
使
面
従
史
に
佐
た
り
。
旨
し
ば
事
を
以
っ
て
争
論
す
る
も
従
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く

　
　
ず
、
因
り
て
由
基
し
て
去
る
。
従
史
は
強
い
て
礼
を
以
っ
て
遣
る
も
、
陰
か
に
之
を
街
む
。
東
都
に
居
り
、
涯
南
節
度
使
蚕
纏
甫
の
辟
す
る
所
と
為
る
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

　
　
従
史
は
急
齢
し
て
累
ね
て
既
降
を
請
う
。
（
中
略
）
是
に
至
り
、
上
は
許
さ
ず
と
難
も
、
猶
お
授
く
る
に
散
員
を
以
っ
て
す
。
制
既
に
下
る
に
、
給
事
申

　
　
の
呂
元
麿
は
封
還
し
奏
し
て
曰
く
、
（
中
略
）
上
は
申
使
を
し
て
勲
賞
に
宣
諭
せ
し
め
、
制
書
は
乃
ち
下
る
。
（
糊
弓
長
要
』
巻
五
四
、
給
事
中
）

皇
帝
か
ら
の
宣
に
よ
る
説
諭
を
経
て
、
制
書
案
が
門
下
省
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
皇
帝
と
担
当
部
局
の
間
に
意
思
を
疎
通
さ
せ
、

政
策
の
方
針
が
意
見
交
換
の
後
に
改
め
ら
れ
る
場
合
に
せ
よ
、
も
と
の
方
針
通
り
に
実
施
さ
れ
る
場
合
に
せ
よ
、
政
治
意
思
形
成
に
向
け
て
の

一
つ
の
形
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
口
頭
で
内
意
を
伝
え
た
経
路
は
、
対
面
の
場
に
お
け
る
面
諭
と
宣
に
よ
る
口
頭
伝
達
と

を
比
べ
た
場
合
に
．
宣
の
手
法
を
用
い
た
方
が
、
対
面
の
場
所
や
対
象
と
な
る
相
手
な
ど
の
制
約
が
少
な
い
分
だ
け
、
速
や
か
に
意
思
の
伝
達

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
文
書
行
政
の
手
続
き
が
進
行
し
て
い
る
水
面
下
に
、
宣
を
用
い
た
口
頭
伝
達
も
並
行
し
て
存
在
し
、
事
態

の
円
滑
な
進
行
を
可
能
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
鹿
角
の
王
言
は
、
そ
れ
が
口
頭
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
文
書
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
皇
帝
の
発
し
た
意
思
と
い
う
働
き

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
宣
を
通
し
て
見
た
と
き
、
宣
と
綱
勅
の
相
互
関
係
は
い
か
な
る
あ
り
方
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

　
宣
が
皇
帝
か
ら
口
頭
の
意
思
を
表
す
手
法
と
し
て
多
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い

『
陸
宣
量
質
苑
集
』
は
全
六
一
例
の
奏
草
・
争
議
を
採
録
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
通
観
し
た
と
き
、
宣
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
上
意
に
答
え
て
書
か

れ
た
も
の
が
、
三
六
例
と
い
う
全
体
の
半
数
を
越
え
る
数
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
李
相
国
論
垣
下
』
が
全
部
で
六
二
項
の
論

事
を
採
録
す
る
中
の
、
二
七
例
と
い
う
半
数
近
く
の
ケ
ー
ス
に
、
宣
を
通
し
て
行
わ
れ
た
遣
り
取
り
が
含
ま
れ
て
い
る
し
、
『
会
昌
一
章
章
』

に
採
録
さ
れ
た
文
章
に
は
、
文
中
や
注
記
に
「
奉
宣
」
と
記
し
、
景
慕
を
機
に
書
か
れ
た
も
の
が
六
三
例
と
い
う
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
こ
れ
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
宣
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
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⑳

　
一
方
、
こ
れ
と
並
ん
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
翰
林
制
詔
と
い
う
制
勅
の
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
し
て
く
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
開
元
二
六
年

（
七
三
八
）
に
、
翰
林
学
士
院
が
禁
中
に
成
立
し
、
皇
帝
と
密
接
し
た
草
制
の
場
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
『
翰
林
志
』
（
元
和
～
四
年
、

李
肇
撰
）
に
よ
れ
ば
、
翰
林
学
士
が
起
草
す
る
制
詔
の
範
囲
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
宋
代
に
か
け
て
そ
の
確
立
に
向
け
て
進
ん

で
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
凡
そ
角
書
鼻
音
・
立
后
建
儲
・
大
諌
討
、
三
公
を
［
拝
］
免
し
、
将
を
命
ず
る
は
「
制
」
と
日
い
、
並
び
に
自
麻
紙
を
用
い
、
印
を
用
い
ず
。
（
中
略
）

　
　
凡
そ
賜
与
・
徴
召
・
宣
索
・
処
分
は
「
詔
」
と
日
い
、
白
藤
紙
を
用
う
。
凡
そ
軍
旅
を
慰
む
る
は
、
黄
藤
紙
を
用
い
、
並
び
に
印
す
。
凡
そ
表
疏
に
批
答

　
　
す
る
は
、
印
を
用
い
ず
。
凡
そ
太
清
宮
・
道
観
の
薦
告
の
記
文
は
、
青
藤
紙
を
用
い
、
朱
字
、
之
を
誉
詞
と
日
う
。
凡
そ
諸
陵
の
薦
告
の
上
表
、
内
道
観

　
　
の
歎
序
文
は
、
並
び
に
白
麻
紙
を
用
う
。
雑
詞
・
祭
文
・
禁
軍
の
号
は
、
並
び
に
本
を
進
む
。
（
『
翰
林
志
臨
。
［
　
］
は
内
藤
乾
吉
氏
に
よ
る
）

こ
こ
に
は
、
「
制
」
（
赦
書
・
皇
后
太
子
の
冊
立
・
討
伐
の
号
令
・
将
相
の
拝
免
に
用
い
る
）
、
「
詔
」
（
臣
下
に
対
す
る
賜
与
・
召
見
・
宣
に
よ
る
物
品
の
追

求
・
政
事
の
判
断
に
用
い
る
）
か
ら
、
軍
士
の
慰
労
・
臣
下
の
上
疏
に
対
す
る
批
答
・
陵
早
宮
観
の
祭
祀
な
ど
に
及
ぶ
、
多
岐
に
わ
た
る
種
類
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
「
四
方
の
進
奏
、
中
外
の
帰
館
の
批
答
、
或
い
は
詔
は
中
よ
り
出
づ
」
、
さ
ら
に
「
至
徳
事
後
、
天
下
用
兵
し
、

軍
国
多
務
な
り
、
深
謀
密
漁
は
、
皆
中
よ
り
出
づ
」
と
、
禁
中
か
ら
発
出
さ
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
周
囲
で
決
し
禁
中
か
ら
発
令
し
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
翰
林
学
士
が
そ
の
起
草
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
が
文
言
ま
で
深
く
関
与
し
た
、
い
わ

ば
皇
帝
直
接
の
言
葉
で
あ
る
べ
き
も
の
が
禁
中
よ
り
出
さ
れ
る
に
つ
れ
、
翰
林
学
士
の
起
草
す
る
範
疇
に
し
だ
い
に
収
敏
し
て
ゆ
き
、
翰
林
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

詔
の
成
立
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
王
言
の
中
に
薪
た
な
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
特
徴
を
最
も
よ
く
代
表
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
出
代
半
ば
以
後

に
、
こ
の
翰
林
制
詔
の
方
式
、
宣
の
方
式
が
著
し
い
発
展
を
見
た
が
、
こ
れ
ら
は
内
容
の
上
で
も
重
な
り
合
う
領
域
を
持
っ
て
い
た
。

　
宣
の
方
式
で
伝
え
ら
れ
た
皇
帝
直
接
の
一
上
葉
に
は
、
政
策
策
定
の
機
微
に
係
わ
る
ほ
か
に
も
、
臣
下
に
対
す
る
賜
与
や
慰
問
の
た
め
に
用
い

ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
定
型
通
り
の
表
現
に
傾
く
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
宋
代
に
か
け
て
翰
林
学
士
に
起
草
が
委
ね
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ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ロ
つ

　
　
学
士
の
職
、
草
す
る
所
の
文
辞
は
、
名
目
浸
や
く
広
し
。
公
主
・
将
相
・
妃
主
を
拝
免
す
る
は
「
制
」
と
田
う
。
恩
宥
を
賜
う
は
赦
書
と
日
う
。
公
事
を

　
　
処
分
す
る
は
「
勅
扁
と
舞
う
。
榜
文
号
令
は
御
札
と
日
う
。
五
品
以
上
に
賜
う
は
「
詔
」
と
田
う
。
六
品
以
下
は
勅
書
と
酬
う
。
群
臣
の
表
奏
に
批
す
る

　
　
は
批
答
と
日
う
。
外
国
に
賜
う
は
蕃
書
と
日
う
。
道
下
は
青
螺
と
日
う
。
釈
門
は
斎
文
と
日
う
。
教
坊
宴
会
は
白
語
と
日
う
。
土
木
下
縁
は
上
梁
文
と
日

　
　
う
。
宣
労
錫
賜
は
ロ
宣
と
日
う
。
（
下
略
）
（
『
楊
文
公
談
苑
臨
学
士
草
本
）

宋
代
に
お
い
て
翰
林
制
詔
の
対
象
と
さ
れ
た
範
囲
を
見
る
と
、
宣
に
よ
っ
て
慰
労
・
賜
与
し
た
ケ
ー
ス
が
、
翰
林
学
士
の
起
草
す
る
制
詔
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
含
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
宋
代
の
文
集
に
採
録
さ
れ
た
嗣
詔
も
、
多
く
が
こ
の
よ
う
な
口
宣
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
宣
も
他
の
翰
林
制
詔
の
場
合
と
同
様
に
、
皇
帝
直
接
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
、
翰
林
学
士
の
起
草
に
任
さ
れ
る
契
機
に
な
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
皇
帝
直
接
の
言
葉
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宣
や
翰
林
制
詔
が
著
し
く
発
展
し
て
、
王

言
の
制
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
皇
帝
直
接
の
言
葉
を
要
素
と
す
る
様
式
が
新
た
に
確
立
し
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
宣
と
い
う
口
頭
伝
達
の
方
式
も
、
こ
の
よ
う
な
王
言
の
綱
発
達
の
過
程
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
内
藤
乾
吉
「
唐
の
三
省
」
（
初
出
　
九
三
〇
年
、
『
中
国
法
制
史
考
証
㎞
、
有
斐
閣
、

　
一
九
よ
ハ
｝
二
年
、
　
に
而
朕
録
）
。

②
池
田
園
「
律
令
官
制
の
形
成
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
五
、
束
ア
ジ
ア
世
界
の
形

　
成
H
、
岩
波
書
店
、
｝
九
七
〇
年
）
第
三
＝
ニ
ー
三
　
四
頁
。

③
松
本
保
宣
「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
延
英
殿
の
機
能
」
（
初
出
一
九
九
〇
年
、
松
本

　
前
掲
書
に
収
録
）
。

④
松
本
夏
椿
前
掲
稿
、
第
三
五
頁
⊥
二
六
頁
。

⑤
　
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
劉
後
歯
氏
は
、
唐
代
半
ば
の
中
書
門
下
を
中
心
と
す

　
る
政
治
形
態
へ
の
変
化
と
関
連
付
け
て
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
劉
後
浜
前
掲
書
、

　
紳
弟
二
九
⊥
バ
ー
一
二
〇
〇
百
ハ
。

⑥
中
轡
舎
人
が
制
勅
の
起
草
に
当
た
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
礪
波
護
「
唐
代
の

　
制
詰
」
（
初
出
一
九
七
五
年
、
『
霊
代
政
治
社
会
史
研
究
臨
、
岡
田
舎
、
一
九
八
六

　
年
、
に
収
録
）
を
参
照
。

⑦
噸
白
氏
長
慶
集
』
巻
五
九
、
奏
状
二
、
論
厳
鞍
状
。

⑧
噸
白
氏
長
慶
集
馳
巻
五
九
、
奏
状
二
、
論
孟
元
陽
状
。

⑨
こ
の
こ
と
は
多
く
の
研
究
に
言
及
が
あ
る
が
、
松
本
保
宵
；
宣
宗
朝
の
聴
政

　
－
唐
代
地
政
制
度
の
完
成
－
駄
（
初
出
二
〇
〇
一
年
、
松
本
前
掲
書
に
収

　
録
）
が
最
も
詳
し
い
。
松
本
氏
は
、
翰
林
学
士
に
蓮
田
起
草
の
命
が
伝
え
ら
れ
る

55　（585）



　
ル
ー
ト
と
し
て
、
内
夫
人
↓
内
臣
1
・
翰
林
学
士
院
小
判
官
↓
翰
林
院
使
尋
翰
林
学

　
士
と
い
う
経
路
を
想
定
し
て
い
る
（
第
一
九
七
頁
）
。

⑩
中
村
裕
一
「
門
下
省
の
封
還
（
封
駁
）
」
（
中
村
前
掲
一
九
九
一
年
A
書
に
収

　
録
）
、
毛
漢
光
「
論
唐
代
之
封
駁
」
（
『
国
立
中
正
大
学
学
報
隔
第
三
巻
第
一
期
、

　
一
九
九
二
年
）
は
、
給
事
中
に
よ
る
封
還
の
事
例
を
網
羅
的
に
論
じ
て
お
り
、
以

　
下
に
引
く
事
例
も
す
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑪
　
中
村
裕
一
前
掲
一
九
九
一
年
A
轡
、
第
二
四
九
頁
。
毛
漢
光
前
掲
稿
、
第
二
四

　
頁
。

⑫
隅
唐
会
要
㎞
巻
五
四
、
申
書
侍
郎
。
七
日
、
蘇
類
戦
果
中
書
侍
郎
、
働
令
宰
臣

　
宣
旨
、
移
入
政
事
院
、
便
供
政
事
食
。
明
日
、
加
知
制
諮
。
今
、
知
制
詰
有
政
事

　
食
者
、
自
顛
始
也
。

⑬
『
麿
会
要
輪
巻
二
六
、
待
制
官
。
二
年
二
月
、
起
居
舎
人
鄭
松
館
対
、
衝
奉
進

　
止
、
令
宣
与
両
省
供
奉
官
、
自
今
已
後
、
有
事
即
進
状
、
其
次
対
官
宜
停
。

⑭
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
〇
三
、
帝
王
部
、
招
夏
日
。
四
月
、
宰
駆
対
照
、
召
常

　
侍
・
諌
議
・
給
事
中
・
申
書
舎
人
・
起
居
舎
人
・
補
閉
・
拾
遺
、
集
於
政
事
堂
、

　
宣
論
聖
旨
、
自
今
已
後
、
如
膚
公
事
面
諭
奏
者
、
並
宜
対
来
。

　
　
な
お
、
こ
こ
に
引
い
た
史
料
の
内
容
を
含
め
、
唐
革
の
引
見
の
仕
組
み
に
つ
い

　
て
は
、
松
本
保
宣
「
唐
代
後
半
期
の
待
制
・
次
対
官
」
（
初
出
一
九
九
四
年
、
松

　
本
前
掲
書
に
収
録
）
を
参
照
。

⑮
壁
画
浜
前
掲
書
、
第
三
五
四
頁
な
ど
。

⑯
『
旧
唐
書
㎞
巻
一
四
九
、
隠
避
伝
。

⑰
『
瞬
麿
書
㎞
巻
一
五
四
、
許
孟
容
伝
。

⑱
『
資
治
通
鑑
蜘
巻
西
三
、
唐
紀
五
九
、
二
巴
四
年
三
月
甲
寅
条
。

⑲
聖
徳
碑
の
よ
う
な
皇
帝
の
命
に
よ
る
国
家
公
認
の
撰
文
は
、
こ
こ
で
は
制
勅
に

　
準
ず
る
も
の
と
見
倣
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

⑳
翰
林
制
詔
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
星
羅
制
度
の
成
立
」
（
『
東
洋
史
研
究
輪
第
五

　
七
巻
第
苔
写
、
　
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

⑳
前
掲
拙
稿
、
第
一
五
1
一
八
頁
。

⑫
　
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
裕
一
氏
に
よ
る
～
連
の
論
稿
も
、
宋
代
の

　
翰
林
制
詔
の
一
つ
に
口
宣
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
豊
富
に
事
例
を
引
用
し
て

　
指
摘
し
て
い
る
（
中
村
前
掲
一
九
九
一
年
A
書
、
第
七
三
二
頁
な
ど
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
唐
代
の
王
言
は
口
頭
に
由
来
す
る
ケ
ー
ス
と
、
文
書
に
由
来
す
る
ケ
ー
ス
の
双
方
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
宣
に
代
表
さ
せ
て
口
頭
の
王
言
伝

達
を
扱
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
宣
を
感
心
問
の
意
思
交
換
の
場
に
即
し
て
捉
え
、
皇
帝
か
ら
の
内
意
を
伝
え
る
働
き
か
け
で
あ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
宣
が
制
勅
策
定
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
介
在
し
得
た
点
を
明
確
に
し
、
事
態
の
円
滑
な
進
行
を
可
能
に
し
て
い
た
側
面
を
確
認
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宣
の
方
式
の
発
達
を
翰
林
制
詔
と
あ
わ
せ
て
論
じ
る
こ
と
で
、
王
言
の
制
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
皇
帝
直
接
の
言
葉
が

新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
て
ゆ
く
趨
勢
を
見
出
せ
た
よ
う
に
思
う
。



唐代後半における宣と制勅の関係（小野）

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
は
次
の
五
代
・
宋
の
制
度
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
結
果

を
も
と
に
、
五
代
か
ら
宋
へ
の
展
望
を
示
し
本
稿
の
結
び
に
代
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
も
、
宣
の
手
法
に
よ
っ
て
皇
帝
か
ら
内
意
を
伝
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
政
策
策
定

過
程
で
な
さ
れ
る
量
は
著
し
く
増
加
し
、
膨
大
な
数
に
上
っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
五
代
に
は
枢
密
使
が

行
政
官
庁
と
し
て
大
量
の
命
令
や
文
書
を
発
給
し
た
が
、
こ
う
し
た
行
政
命
令
の
発
給
権
も
、
伝
宣
す
る
（
内
よ
り
出
だ
す
）
こ
と
に
伴
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
②

現
出
し
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
宣
を
慰
労
・
賜
与
に
用
い
た
ケ
ー
ス
が
、
翰
林
学
士
の
起
革
に
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
も
、
伝
宣
が
大
量
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
皇
帝
直
接
の
雷
葉
を
用
い
て
処
理
さ
れ
る
領
域
が
、

そ
れ
だ
け
増
大
し
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
さ
ら
に
宋
代
に
入
る
と
、
伝
宣
や
内
降
が
、
既
存
の
法
規
の
枠
組
み
を
補
う
手
段
に
活
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
忙
忙
や
内
降
は
、
天

禧
四
年
（
一
〇
二
〇
）
の
垂
簾
聴
政
頃
か
ら
政
治
の
前
面
に
現
れ
始
め
、
以
後
も
増
加
の
～
途
を
た
ど
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
関
係
各
局
か
ら
覆

奏
し
た
上
で
施
行
し
た
り
、
事
後
的
に
三
省
・
枢
密
院
の
審
議
に
付
し
た
り
す
る
処
理
方
式
が
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
行
政
各

局
が
皇
帝
と
直
接
論
議
を
し
た
上
で
原
案
を
作
成
し
、
内
降
で
裁
可
を
得
て
は
法
規
に
追
加
す
る
方
式
へ
と
繋
が
り
、
関
係
各
局
の
権
限
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

済
む
膨
大
な
行
政
事
務
の
領
域
を
、
こ
う
し
た
措
置
に
委
ね
る
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
代
後
半
に
宣
を
政
策
策
定
過
程
で
用
い
る
方
式
が
現
れ
、
そ
れ
が
五
代
・
宋
へ
と
継
承
さ
れ
て
、
政
治
三
度

を
運
営
す
る
上
で
確
固
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
宣
が
帯
び
た
多
面
的
な
働
き
を
、
五
代
か
ら
宋
に
至
る
動
き

と
も
関
連
付
け
て
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
が
今
後
に
委
ね
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

こ
う
し
た
問
題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
唐
宋
変
革
期
の
中
央
集
権
に
向
か
っ
て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
が
続
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
①
『
夢
渓
筆
談
睡
に
、
五
代
・
宋
に
至
る
ま
で
、
「
口
底
扁
「
聖
語
簿
」
が
継
承
さ
　

れ
て
い
た
と
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
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②
『
資
治
通
鑑
聴
巻
二
七
五
、
後
産
紀
勢
、
天
成
二
年
五
月
条
。
旧
制
、
館
券
戸

　
部
出
、
二
重
下
請
内
出
。
［
胡
注
”
平
内
出
、
則
枢
密
院
得
専
其
事
。
］

③
徳
永
洋
介
「
宋
代
の
御
筆
手
詔
」
（
哨
東
洋
史
研
究
㎞
第
五
七
巻
第
三
号
、
一
九

　
九
八
年
）
、
第
二
五
頁
。
以
下
の
記
述
も
徳
永
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
。

④
以
上
、
徳
永
洋
介
前
掲
稿
、
第
一
六
頁
・
第
五
…
八
頁
・
第
二
五
頁
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
入
文
科
学
研
究
所
技
術
補
佐
員
）
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The　Political　Structure　of　the　Reform　in　Domain　Governrnent：

The　Formation　of　Hiseorical　Consciousness　in　Tokushima　Han

by

MIYAKE　Masaltiro

　　This　paper　considers　the　reforms　of　the　Horeld，　Meiwa，　and　Kansei　eras　in

Tokuskma　han　as　an　example　of　the　political　structure　of　reform　in　domain　gov－

emments　in　the　middle　and　the　latter　part　of　the　early　modern　period．　ln　regards

to　domain　political　reform，　consciousness　of　precedent　had　great　infiuence　and

governed　the　political　stmcture　in　terms　of　which　types　of　concepts　or　forms　of

political　power　were　to　be　exercised　in　dealing　with　the　political　issues　determined

by　social　and　politica！　situations　（e．g．，　fuancial　crises，　peasant　uprisings，　etc．）．

Potitical　reform　was　primarily　carried　out　as　a　poticy　to　control　economic　and　social

behavior　at　the　tlrr｝e，　and　consciousness　of　domain　political　history　was　formed　on

recognition　of　distinct　periods　of　domain　political　history．　Thus，　subsequent　poli－

cies　were　thereafter　developed　based　precedeRts　£hat　were　formed　by　a　set　his－

torical　consciousness．　Although　precedent　was　seriously　considered，　flexible　inter－

pretations　of　precedent　were　made　to　suit　contemporary　issues．　This　demon－

strates　the　sirnultaneous　use　of　conservative　and　fiexible　aspects　in　the　ear｝y　mod－

em　politicai　order．

The　Relationship　between　the　lmperlal　Decree　Xuan　and

the　Written　Edict　in　the　Latter　E｛alf　of　the　Tang　Dynasty

by

ONo　Tatsuya

　　The　word　xuan　was　used　in　several　senses　under　the　scribal　regime　of　the

bureaucratic　administration　of　the　lat£er　haif　of　the　Tang　dynasty．　ln　this　artic｝e，

however，　I　deal　with　the　usage　that　connotes　the　sense　of　conveying　an　emperor’s

intentions　oraRy．　The　act　of　conveying　imperia｝　intentions　orally　and　how　it　func一
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goned　in　the　process　of　political　decision　mal〈ing　including　withn　the　scribal　regime

of　the　bureaucracy　is　an　important　problem．　The　author　approaches　the　matter

from　standpoint　of　the　meaning　and　functions　of　the　xuan　in　conveying　an　emper－

or’s　intentions　orally．　Recent　studles　of　the　bureaucracy　of　the　Tang　kave　tended

to　pay　increasing　attention　to　terms　used　in　documents　and　focus　on　their　yoles　in

the　admmistrative　process．　This　article　should　make　a　significant　contribution　to

this　trend．　The　main　points　of　each　section　follow．

　　In　section　one，　the　function　of　the　xuan　is　exarrtined　from　various　points　of

view．　The　xuan　was　used　for　various　matters，　for　example，　in　maldng　important

poljtical　decisions，　in　bestowing　gifts　on　loyal　foilowers，　in　directives　for　drafting

imperial　edicts，　and　so　on．　The　people　to　whom　xuan　were　issued　also　varied，

raゆg　across　the　e鍛血e　spect㎜丘om　bureaucrats£o　ord瞼y　ci雛zens，丘om　a

spechic　admnistrative　orace　to　a　specbic　individual．　We　can，　however，　fuid　a　com－

mon　characteristic　amidst　the　variety　of　issues　and　recipients．　lt　is　the　fact　that　in

each　case　the　emperor’s　intention　was　revealed　oraljy．　The　emperor　revealed　his

pr童vate　血tenUon　through　his　associates，　aiming　to　buid　mutual　understan〔血9

among　those　involved　in　an　issue．　The　xuafl　concerned　matters　that　required　com－

mon　intentions　shared　by　the　emperor　and　his　subjects．　An　exchange　of　views　car－

ried　out　through　the　xuan　would　become　an　opportunity　for　mutual　understanding

between　the　emperor　and　his　subjects．　By　grasping　the　character　of　the　xuan　in

this　manner，　we　are　able　to　understand　how　the　oral　commilnications　of　impexial

intentions　functioned　in　the　process　of　potitical　decision　malring．

　　In　section　two，　the　place　of　the　xuan　in　the　potitical　decision－makiRg　process

and　what　relationship　the　xuan　generally　had　with　the　imperial　edict　is　examined．

The　author　discusses　the　relationship　between　the　xuan　and　irnperial　e（lict　in

terms　of　the　operation　of　the　scribaJ　regime　of　the　bureaucratic　admnistration．

F建s糠y，xuan　were　issued　du血g癒e　conference　stage　pdor　to　the　dra食㎞g　of㎞一

perial　edicts．　The　meetings　for　the　political　decisioRs　were　often　initiated　and

thereafter　carried　out　by　means　of　cornmunications　made　through　the　xuan．

Secondly，　the　xuan　was　used　in　the　process　of　drafting　the　imperial　edict，　as　well．

The　xuan　was　usually　used　to　order　the　drafting　of　an　irnperial　edict　by　a　Hanljn

academician，　and　it　was　also　used　to　overturn　any　opposition　from　the　Jishizhong．

Thirdly，　the　xuan　was　used　in　processes　of　modification　and　nothication　after　the

drafting　of　an　imperial　edict，　too．　ln　other　words，　the　xuan　could　be　used　widely

du血9　aB　stages　of　the　poli廿cal　decision－makmg　process．　In雌s　way，　the　emperor

aimed　at　creating　mutual　understanding　between　the　concerned　departrnents．　As　a

resuJt，　lt　became　possjbJe　for　matters　to　proceed　smoothly．　The　oral　conveying　of

in｝perial　intentions　through　the　xuan　ran　parallel　to　the　worl〈ing　of　the　scribal
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bureaucracy．　The　act　of　draf｛ing　a　written　imperial　edict　by　the　scribal　bureaucracy

was　supported　by　the　mutual　understanding　created　with　orafiy　issued　xuan．

　　At　present，　£he　author　is　focusing　his　attention　on　the　appearaRce　of　the

Hanlin－zhigltao　withn　the　imperial　edict　system．　As　the　emperor　was　reqttit’ed　to

utter　some　imperial　edicts　in　his　own　words　from　wiim　the　imperial　court，　Hanlin

academicians　were　increasingly　entrusted　with　their　drafting，　which　resulted　in　the

forma£ion　of　the　Hanlin－zhizhao．　The　xuan　was　also　derived　from　the　words

spoken　personally　by　the　emperor．　Some　imperial　edicts　were　based　en　written

and　some　were　based　on　oral　communications．　As　the　style　of　the　Hanlin－zhizhao

and　the　xuan　developed，　these　genres　that　recorded　the　emperor’s　own　words　be－

gan　to　carry　greater　weight　in　the　imperial　edict　system．

　　　The　Financial　Disputes　in　1908－IO　and　the　Govemance　of

the　Football　World：　The　Social　Meaning　of　Football　in　England

　　　　　　　　　　　　at　the　Turn　of　the　19th－20th　Century

by

FuJII　Shota

　　This　article　aims　to　examine　the　governance　of　the　world　of　football　through　a

discourse　analysis　of　the　正訓ancial　disputes　of　1908－10　arid　to　expla血　the　social

meaning　of　footbail　in　England　at　the　tum　of　the　19th　to　20th　century．

　　It　was　duimg　the　period　of　the　turn　of　the　19th－20th　century　that　assoclation

football　was　professionalized　and　grew　into　a　national　pastime．　The　foundation　of

the　Football　League　made　football　a　form　of　commercial　leisure，　which　was　accom－

panied　by　the　development　of　the　sports　media．　Professional　football　was　managed

ma血【y血ough　two　financial　regulatlons，　the　retain　and　transfer　system　and　the

maximum　wage　system．　At　the　same　time，　these　regu1ations　were　criticized　by

the　players’　union，　rich　clubs　and　the　Footbalt　Association　（FA）．　This　corrtrontation

between　the　League　and　the　FA　broke　into　a　financial　dispute　in　1908．

　　In　the　financial　dispute，　the　FA　insisted　that　professional　football　should　be　oper－

ated　entirely　as　a　business　venture　and　managed　on　the　principles　of　free　trade．

They　airgued　for　the　abolition　of　financial　regulation　using　the　rhetoric　of　firee　en－

terprtse．　ln　contrast，　the　League　argued　that　professjonal　football　should　be　consi－

dered　sport　as　much　as　amateur　football　was．　Using　the　rhetoric　of　sport，　the

（660）


